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〔
要
約
】
　
本
稿
は
古
代
東
北
地
方
に
お
け
る
郡
の
成
立
過
程
を
、
歴
史
的
地
域
の
形
成
と
い
う
角
度
か
ら
考
察
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
陸
奥
と
出

羽
で
は
蝦
夷
征
服
の
結
果
と
し
て
郡
が
設
定
さ
れ
る
と
い
う
他
地
域
に
み
ら
れ
な
い
独
得
の
経
過
を
た
ど
る
の
で
、
郡
の
成
立
年
代
と
そ
の
歴
史
的
背
禁
、

城
郷
と
郡
と
の
関
係
、
権
郡
と
い
う
形
式
、
郡
の
規
模
な
ど
の
諸
点
を
と
く
に
問
題
に
し
て
、
制
度
的
地
域
た
る
郡
の
も
つ
歴
史
的
性
格
及
び
地
理
的
性
絡

を
耳
掛
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
。
そ
の
結
果
、
郡
の
成
立
史
を
一
応
四
期
に
分
つ
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
古
代
東
北
の
地
域
区
分
に
も
な

る
が
、
さ
ら
に
黒
川
丘
陵
－
船
形
由
一
雄
勝
峠
－
鳥
海
山
の
線
に
よ
っ
て
二
分
し
、
こ
の
線
以
爾
と
以
北
の
地
域
に
お
け
る
建
郡
の
あ
り
方
の
相
異
を
認
識
ダ

す
べ
き
こ
と
、
奥
郡
地
域
に
お
け
る
城
禰
と
郡
家
に
よ
る
地
域
形
成
、
権
郡
↓
真
郡
の
コ
ー
ス
の
重
要
性
、
権
郡
形
式
に
よ
る
小
規
模
郡
の
成
立
な
ど
を
指

摘
し
た
。

口

　
大
化
改
新
時
に
新
し
く
設
定
さ
れ
た
地
方
行
政
雲
鶴
と
し
て
の
国

郡
里
綱
は
、
中
央
集
権
的
な
律
令
体
制
を
形
成
す
る
最
も
基
礎
的
な

枠
組
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
る
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
一
二
級
の
地
方
制
度
の
中
位
に
あ
る
郡
制
に
関
し
て
、
近
年
か
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
論
著
が
発
表
さ
れ
、
古
代
史
研
究
の
一
焦
点
に
位
慨
す
る
感
が
あ

る
。
し
か
し
こ
う
し
た
郡
研
究
の
中
心
課
題
は
、
も
っ
ぱ
ら
地
方
官

制
と
し
て
の
郡
司
綱
に
あ
り
、
そ
の
成
立
を
大
化
改
新
の
経
過
の
中

で
、
正
し
く
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
新
の
歴
史
的
意
義
の

明
確
化
と
、
律
令
制
成
立
の
評
価
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
て
、
改
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

詔
の
信
葱
性
や
史
料
的
限
界
に
関
す
る
論
争
と
も
な
っ
た
し
、
ま
た

同
時
に
律
令
官
制
の
中
に
あ
っ
て
譜
第
性
や
終
身
性
な
ど
の
特
異
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

郡
司
の
性
格
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
問
題
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
郡
を
制
度
地
域
と
み
る
立
場
に
立
っ
て
、
郡
の
成
立
過
程

や
大
化
以
後
の
整
備
過
程
を
追
求
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
郡
そ
の
も

の
の
研
究
は
、
必
ず
し
も
充
分
な
も
の
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
前
者
、
即
ち
郡
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
郡
の
前
身
を
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

化
前
代
の
ク
ニ
・
ア
ガ
タ
と
い
う
地
方
行
政
組
織
に
求
め
る
よ
り
も
、

帰
化
人
の
集
団
居
住
地
区
に
お
け
る
族
制
的
な
人
的
団
体
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

コ
ホ
リ
に
あ
る
と
す
る
見
解
が
有
力
と
な
る
な
ど
、
若
干
の
照
射
が

加
え
ら
れ
て
き
た
が
、
後
者
の
大
化
時
に
発
足
し
た
郡
の
整
備
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
問
題
に
つ
い
て
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
取
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
え

る
。

　
こ
こ
で
問
題
に
し
ょ
う
と
す
る
古
代
棄
北
地
方
は
、
陸
奥
の
古
名

　
　
　
　
　
　
⑦

で
あ
る
重
字
国
の
「
ミ
チ
ノ
ク
」
と
い
う
欝
葉
が
、
支
配
の
外
、
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ち
当
時
の
表
現
に
よ
る
と
「
望
外
」
の
地
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
、

．
蝦
夷
の
支
配
下
に
あ
る
、
古
代
国
家
の
外
に
お
か
れ
た
「
異
族
」
の

地
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
地
方
に
お
け
る
国
郡
制
は
、
蝦
夷

征
伐
・
蝦
夷
経
営
に
よ
っ
て
こ
の
化
外
の
地
を
令
制
国
家
の
内
に
組

込
む
と
い
う
形
で
新
設
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
他
地
域
に

み
ら
れ
る
よ
う
な
大
化
前
代
の
既
成
地
方
制
度
の
改
編
と
は
根
本
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
相
異
し
て
い
る
点
に
充
分
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
北
進
に
と
も
な
う
新
型
と
い
う
他
地

域
に
み
ら
れ
な
い
独
自
の
性
格
を
も
つ
か
ら
、
そ
の
郡
制
の
整
備
を

中
心
と
す
る
令
制
的
行
政
区
画
の
成
立
の
プ
ロ
セ
ス
を
検
討
す
る
こ

と
は
、
か
え
っ
て
郡
制
一
般
の
成
立
過
程
・
整
備
過
程
の
考
察
に
役

立
ち
、
郡
の
も
つ
歴
史
的
地
域
と
し
て
の
機
能
や
そ
の
史
的
役
割
な

ど
を
も
明
確
に
し
う
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

う
な
観
点
か
ら
、
大
化
以
後
平
安
時
代
前
期
に
か
け
て
の
東
北
地
方

に
お
け
る
建
制
に
つ
い
て
、
と
く
に
そ
の
成
立
に
関
す
る
歴
史
地
理

的
な
問
題
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　
歴
史
地
理
学
の
立
場
か
ら
す
る
過
去
の
地
方
行
政
区
画
の
研
究
は
、

地
域
変
遷
史
的
立
場
に
お
い
て
行
政
区
画
を
一
つ
の
地
域
単
位
と
し

て
把
握
し
、
こ
の
制
度
的
地
域
一
か
予
期
何
み
な
一
る
形
成
過
程
を
へ
て
成
山
甚

し
た
の
か
を
自
生
的
地
域
と
の
関
連
か
ら
明
確
に
し
、
ま
た
成
立
し

て
か
ら
の
歴
史
的
展
畷
を
地
域
進
化
と
し
て
捉
え
、
最
終
的
に
は
現

在
の
地
域
の
中
に
如
何
に
投
影
し
て
い
る
か
を
み
き
わ
め
、
そ
の
果

し
て
い
る
機
能
を
追
求
す
る
と
い
う
歴
史
的
地
域
の
研
究
の
一
環
と

し
て
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
か
つ
て
概
略
的
な
が
ら
私
見
を

　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
数
年
前
に
発
表
し
た
「
郡
の
成
立
過
程
」
に

つ
づ
い
て
今
ま
た
令
制
郡
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
の
は
、
こ
う
し
た

ユ39 （307）



「
歴
史
的
地
域
」
研
究
の
プ
ロ
グ
う
み
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
予
め

お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

①
　
最
近
こ
の
分
野
の
諸
研
究
が
整
理
さ
れ
、
三
献
琶
録
が
作
成
さ
れ
便
利

　
に
な
っ
た
。
米
沢
康
「
郡
司
関
係
文
献
目
録
」
、
「
郡
司
関
係
交
感
目
録
追

　
補
」
（
『
続
臼
本
紀
研
究
』
八
一
一
二
、
九
一
…
）
。

②
た
と
え
ば
井
上
光
頁
「
郡
司
制
度
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
し
（
『
古
代
学
』

　
一
i
二
）
、
同
「
再
び
大
化
改
新
詔
の
信
悪
性
に
つ
い
て
」
（
噸
．
歴
史
地
理
』

　
八
ヨ
ー
二
）
、
坂
本
太
郎
「
大
化
改
瓢
認
の
信
愚
性
問
題
に
つ
い
て
」
（
『
歴

　
史
地
理
』
八
三
－
一
）
、
田
中
車
「
郡
司
制
の
威
立
」
（
『
社
会
問
題
研
究
』

　
二
一
四
・
一
一
丁
一
｝
～
二
）
、
関
晃
「
大
化
の
郡
司
制
に
つ
い
て
偏
（
坂
本
太

　
部
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
訳
本
古
代
史
論
集
』
上
巻
所
収
）
な
ど
。

③
　
た
と
え
ば
、
坂
本
太
郎
「
郡
司
の
非
律
令
約
性
質
」
（
『
歴
史
地
理
』
五

　
三
一
一
）
、
吉
村
茂
樹
「
都
司
制
度
の
研
究
」
（
『
史
学
雑
誌
』
四
七
－
…

　
一
）
、
後
藤
閥
郎
「
郡
司
麟
の
一
考
察
」
（
『
書
陵
部
紀
要
』
四
）
、
磯
貝
蕉

　
義
「
律
令
時
代
の
地
方
政
治
一
と
く
に
郡
司
の
任
用
制
度
を
中
心
と
し

　
て
一
」
　
（
坂
本
太
鄭
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
古
代
史
論
集
』
　
上

　
巻
）
な
ど
。

④
　
宮
城
栄
畠
「
大
化
の
郡
魁
に
つ
い
て
」
（
『
史
潮
』
穴
九
）
。

⑤
米
沢
康
「
コ
ホ
リ
の
史
醜
性
格
し
（
㎝
、
芸
林
』
六
一
一
）
、
舟
崎
正
考
「
《
郡
》

　
成
立
過
程
に
つ
い
て
し
（
『
大
阪
学
芸
大
学
紀
要
』
六
）
。

⑥
こ
の
問
題
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
は
、
黛
弘
道
「
山
背
岡
薦
野
郡
の

　
分
割
一
瞬
弘
長
成
立
史
上
の
一
問
題
」
（
『
続
類
本
紀
研
究
』
二
！
八
）
、
佐

　
藤
仁
「
国
郡
分
割
と
藤
謀
氏
…
奈
良
輔
暁
代
初
期
中
期
を
中
心
と
し
て
一
」

　
（
『
弘
前
大
学
圏
外
研
究
』
九
）
、
拙
稿
「
郡
の
成
立
過
程
」
（
『
入
文
地
理
』

　
　
一
〇
一
一
）
な
ど
が
あ
る
が
、
澱
近
こ
れ
ら
の
所
説
を
紹
介
し
な
が
ら
、

　
米
沢
康
「
郵
の
分
割
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
臼
本
上
古
史
研
究
』
六
一
八
）
が

　
展
望
を
試
み
て
い
る
。

⑦
鷺
紀
、
斉
唱
天
皇
五
年
三
月
条
。

⑥
令
義
解
、
巻
二
、
五
二
。

⑨
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
高
橋
富
雄
「
古
代
麟
家
と
辺
境
」
　
（
岩
波
講
座

　
　
『
臼
本
歴
史
』
3
、
古
代
3
）
を
参
照
。

⑩
　
時
代
的
に
は
ほ
ぼ
六
圏
史
の
範
観
に
、
難
点
口
式
の
頃
ま
で
を
附
加
え
た
。

　
こ
の
点
、
東
北
大
学
東
北
文
化
研
究
会
編
『
蝦
夷
史
料
』
に
従
っ
た
も
の

　
で
あ
る
。
な
お
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
『
蝦
夷
史
料
』
に
よ
る
所

　
が
大
き
か
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

、
⑪
　
　
「
歴
史
的
地
域
の
諸
問
題
」
（
『
広
島
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
1
2
）
。

⑫
前
掲
。

二

　
ま
ず
最
初
に
陸
奥
・
出
羽
二
国
の
管
轄
郡
に
つ
い
て
、
そ
の
設
定

年
代
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
二
国
の
管
郡
数
は
、
延
喜
民
部

式
に
よ
る
と
三
十
五
郡
と
十
一
郡
と
で
合
計
四
十
六
郡
、
和
名
類
聚

紗
に
よ
る
と
三
＋
八
郡
と
＋
一
郡
と
な
り
合
計
四
＋
九
郡
と
な
る
。

両
者
で
そ
の
数
値
が
異
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
開
題
点
と
し
て
あ

と
に
ま
わ
し
、
こ
こ
で
は
公
的
性
格
を
も
つ
延
喜
畏
部
式
を
中
心
に

し
、
そ
の
四
十
六
郡
が
個
々
的
に
い
つ
成
立
し
た
の
か
を
、
六
国
史
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そ
の
他
の
関
係
文
献
に
よ
っ
て
検
討
し
、
そ
の
建
置
年
代
、
も
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
初
見
年
代
と
推
定
謹
聴
年
代
を
一
覧
表
と
し
て
提
出
し
て
み
ょ
う
。

陸
奥
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

1
、
白
河
郡
、
白
河
函
憾
あ
り
、
養
老
二
年
郡
名
初
見
、
大
化
頃
設
鷺
。

2
、
磐
瀬
郡
、
石
背
国
造
あ
り
、
養
老
二
年
嘉
名
初
見
、
大
化
頃
設
置
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

3
、
会
津
郡
、
相
津
（
古
事
記
・
崇
神
天
皇
）
あ
り
、
養
老
二
年
郡
名
初
見
、

　
大
化
頃
設
置
。

4
、
耶
麻
郡
、
承
和
七
年
郡
名
初
見
、
弘
仁
・
天
長
頃
に
会
津
郡
よ
り
分
鷹
。

5
、
安
積
郡
、
阿
尺
国
造
あ
り
、
養
老
二
年
郡
名
初
見
、
大
化
頃
設
置
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

6
、
編
女
矯
建
郡
、
延
臣
呈
ハ
隔
牛
正
月
廿
口
H
、
分
一
安
翻
譜
図
一
置
二
安
達
郡
～
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

7
、
信
夫
郡
、
儒
夫
照
臨
あ
り
、
優
雲
四
年
に
み
え
る
平
太
郡
は
信
夫
郡
の

　
誤
り
で
あ
ろ
う
。
大
化
頃
設
骸
。

　　　　Q，　＼
　　　　　1　　　　　　　・
　　　　ぐ
　　　　ぐ
　　　　㍉
秋田　，　〔」
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ヘノノ @ノノ　　　　　

測山太r
是程　　　c’

レしノ犠籔詫ノ際

1鍛上〆＼宮城　　艦Q

o－o繍

｝㎡＼室三遷

△賦詔
ノ凍・唾と廻
　　ド墨
上△宮
浮こ鍮
て岬序
lvぺ、具

塗信夫蟻
ヒ、へ一！㌧へ

！安遙氏
ロ　　　　ドコノ　　へ

｝；じ（鹸r　
二撃逡：二＼“）一

孟
と
写

出

羽

　f

　’

　し
　　．片・．．＝n．

　　／’　L－x！

　1耶麻　t”ks
　＼戸　＼
ノー〉し◎

　
’
一
＼

’
！
工

　
　
〆
」

津鍛

iJ

／
　／
／

　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
噂
、
＼
馳
一
．
し

〆
亀
、
・
一
昌
　
「

田
田
理

遠
小
日

3
．
＆
甑

2．長岡
5．志田
8。牡鹿

1
．
4
．
7
．

新田
色麻
桃生

東　北　の　郡

141 （309）



8
、
刈
田
郡
、
続
紀
、
盤
老
五
年
十
月
十
四
資
、
令
1
陸
奥
閣
一
分
昌
柴
田
郡

　
二
郷
｝
鷲
掴
苅
田
磁
瓶

9
、
柴
田
郡
、
養
老
五
年
属
名
初
見
、
大
宝
頃
設
置
。

⑳
、
名
脚
取
郡
、
拙
当
寺
．
和
錦
川
六
年
十
∴
一
月
二
日
、
樽
詰
鮨
二
陸
笛
央
厩
宰
取
郡
一
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
の
丹
取
郡
を
名
取
郡
と
す
る
通
説
に
従
っ
て
お
ぎ
た
い
。

1
1
、
菊
多
郡
、
菊
多
目
造
あ
り
、
続
審
、
養
老
二
年
五
月
二
日
、
割
　
常
陸

　
國
多
珂
郡
之
郷
二
百
一
十
姻
一
名
捌
　
菊
多
郡
司

1
2
、
磐
城
郡
、
石
城
鼠
造
あ
り
、
養
老
二
年
急
難
初
見
、
大
化
頃
設
置
．

！
3
、
標
葉
郡
、
染
羽
国
造
あ
り
、
養
老
二
年
郡
名
初
見
、
大
化
頃
設
既
。

1
4
、
行
方
郡
、
養
老
二
年
郡
名
初
鰹
、
大
化
頃
設
澱
。

1
5
、
宇
多
郡
、
浮
田
国
造
あ
り
、
養
老
二
年
郡
名
初
見
、
大
化
頃
設
…
難
。

1
6
、
伊
具
郡
、
伊
具
国
造
あ
り
、
承
和
七
年
郡
名
初
見
、
大
化
年
越
椴
。

1
7
、
田
理
郡
、
思
国
造
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
郡
に
比
定
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
養
老
二
年
郡
名
初
冤
、
大
化
頃
設
置
。

娼
、
宮
城
郡
、
　
郡
名
初
鷹
は
濫
人
平
神
護
二
年
で
φ
の
る
一
か
、
養
老
山
口
濫
十
に
［
み
み
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
る
陸
奥
鎮
所
は
多
賀
城
の
前
身
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
前
後
に
置
型
さ

　
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

！
9
、
黒
用
郡
、
天
平
十
四
年
郡
名
初
見
、
神
亀
・
天
平
頃
設
置
。

2
0
、
賀
美
郡
、
天
平
九
年
郡
名
初
見
、
神
亀
．
天
平
頃
設
羅
。

2
1
、
色
麻
郡
、
孫
譲
初
見
は
要
望
八
年
で
あ
る
が
、
天
平
九
年
に
色
麻
棚
が

　
み
え
る
か
ら
、
神
詣
・
天
平
頃
設
置
。

2
2
、
玉
造
郡
、
神
護
景
雲
三
年
に
郡
名
初
見
で
あ
る
が
、
神
亀
五
年
に
玉
造

　
軍
翻
、
天
平
九
年
に
玉
造
棚
が
み
え
る
か
ら
、
神
亀
・
天
平
頃
設
置
。

2
3
、
志
太
郡
、
延
暦
八
年
に
三
筋
初
見
で
あ
る
が
、
天
平
十
四
年
の
「
黒
州

　
　
　
　
　
　
⑨

　
郡
以
北
十
一
郡
」
に
入
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
天
平
群
書
既
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

2
4
、
栗
原
郡
、
町
着
、
神
護
景
雲
元
年
十
一
只
乙
巴
、
置
　
陸
奥
圏
栗
原
郡
↓

　
本
是
伊
治
城
也
。

2
5
、
磐
井
郡
、
学
名
が
文
献
に
み
え
な
い
が
、
宝
亀
十
一
年
・
建
設
の
駆
上
誠

　
に
前
後
し
て
新
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

2
6
、
江
刺
郡
、
承
和
八
年
郡
名
初
見
、
延
暦
か
ら
弘
仁
頃
設
遣
。

2
7
、
胆
沢
郡
、
延
楼
二
十
三
年
に
郡
名
初
見
で
あ
る
が
、
胆
沢
城
が
延
暦
二

　
十
一
年
に
築
造
さ
れ
て
い
る
の
で
延
暦
二
十
一
～
二
十
三
年
の
闘
に
薪
置

　
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

2
8
、
長
岡
郡
、
郡
名
初
見
は
延
暦
八
年
で
あ
る
が
、
宝
亀
十
’
年
に
は
長
岡

　
の
地
名
が
み
え
、
ま
た
「
学
堂
郡
以
北
十
一
郡
し
に
入
っ
て
い
る
と
思
わ

　
れ
る
か
ら
天
平
頃
設
置
。

2
9
、
新
田
郡
、
神
護
景
雲
三
年
郡
名
初
見
で
あ
る
が
、
天
平
九
年
に
七
四
棚

　
が
み
え
る
か
ら
天
平
牛
島
搬
。

3
0
、
小
田
郡
、
天
平
勝
宝
元
年
に
郡
名
初
見
で
あ
る
が
、
天
平
頃
糞
蝿
、

3
！
、
遠
田
郡
、
天
平
九
年
郡
名
嬰
児
、
こ
の
直
前
に
碧
羅
。
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3
2
、
登
米
郡
、
延
暦
十
八
年
「
登
米
郡
併
昌
小
田
郡
一
週
と
あ
る
が
、
一
端
は

　
奈
良
時
代
末
で
あ
ろ
う
。
復
置
年
代
不
明
。

3
3
、
桃
生
郡
、
宝
亀
二
年
に
郡
名
初
見
で
あ
る
が
、
天
平
宝
字
二
年
に
桃
生

　
城
築
造
の
こ
と
が
あ
る
か
5
、
こ
の
直
後
に
牡
鹿
郡
か
ら
分
遣
。

謎
、
気
仙
郡
、
弘
仁
元
年
郡
名
初
見
、
延
暦
頃
設
置
。

3
5
、
牡
鹿
郡
、
天
平
勝
宝
五
年
郡
名
初
見
で
あ
る
が
、
牡
鹿
槻
の
名
が
天
平

　
九
年
に
み
え
る
か
ら
、
天
平
頃
設
置
。

出
羽
国

3
6
、
最
上
郡
、
続
紀
、
和
銅
五
年
に
「
調
　
陸
奥
国
最
上
、
置
賜
二
郡
一
隷
扁

　
畠
羽
国
一
焉
扁
と
陸
奥
よ
り
出
羽
に
所
管
変
更
に
な
る
が
、
設
置
は
天
武
・

　
持
統
朝
頃
。

3
7
、
村
山
郡
、
仁
和
二
年
幸
一
月
十
一
日
、
分
最
上
郡
野
村
由
郡
（
延
喜
民

　
　
　
　
＠

　
部
式
頭
注
）
。

3
8
、
置
賜
郡
、
持
紬
机
三
年
再
話
雲
郡
は
こ
の
郡
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
天
武
・

　
持
統
重
曹
設
置
。

3
9
、
雄
勝
郡
、
天
平
五
年
「
於
晶
雄
勝
村
｝
建
レ
郡
居
レ
民
」
と
あ
る
の
は
後
述

　
す
る
よ
う
に
警
醒
で
、
天
平
宝
字
三
年
見
始
置
二
出
羽
国
雄
勝
、
平
鹿
二

　
郡
…
…
等
駅
家
一
扁
に
よ
り
、
真
郡
と
し
て
建
置
さ
れ
た
と
考
え
る
。

4
0
、
平
鹿
郡
、
雄
勝
郡
と
と
も
に
天
平
宝
字
三
年
建
澱
。

4
1
、
山
本
郡
、
貞
観
十
二
年
郡
名
初
毘
、
貞
観
蟹
江
概
。

4
2
、
飽
海
郡
、
下
名
初
冤
は
承
和
七
年
で
あ
る
が
、
こ
の
郡
内
に
あ
っ
た
と

　
考
え
ら
れ
る
由
理
棚
が
室
亀
十
一
年
に
み
え
る
か
ら
こ
の
前
後
に
設
置
。

4
3
、
河
辺
郡
、
承
和
十
年
強
陣
初
見
、
天
平
頃
設
概
。

4
4
、
田
川
郡
、
承
和
六
年
に
線
名
初
見
で
あ
る
が
、
幽
羽
郡
の
孫
譲
と
同
じ

　
く
、
和
銅
頃
設
置
軌

4
5
、
出
羽
郡
、
続
紀
、
和
銅
元
年
九
月
昔
八
日
「
越
後
国
需
、
薪
建
漏
餓
羽

　
郡
↓
許
レ
之
」
。

4
6
、
秋
田
郡
、
貞
観
元
年
に
郡
名
初
見
で
あ
る
が
、
天
平
五
年
に
「
鳩
羽
禰
遷
訓

　
置
土
秋
田
村
高
清
水
岡
二
は
秋
田
城
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
直
後
に
設

　
置
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
繁
を
い
と
わ
ず
四
十
六
郡
の
新
概
年
代
を
記
し
て
き
た
が
、

延
喜
式
に
み
え
な
い
郡
を
文
献
か
ら
拾
う
と
次
の
通
り
に
な
る
。

4
7
、
書
紀
、
天
武
天
皇
十
一
年
四
月
廿
二
日
「
越
蝦
夷
伊
高
岐
那
等
、
請
昌
俘

　
人
七
十
戸
一
為
　
一
郡
ご
と
あ
る
郡
に
つ
い
て
は
、
出
羽
郡
あ
る
い
は
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
川
郡
の
前
身
と
み
る
説
と
、
ま
も
な
く
停
廃
さ
れ
た
と
す
る
三
説
が
行
わ

　
れ
て
い
る
が
、
出
羽
郡
の
前
身
と
考
え
た
い
。

4
8
、
続
紀
、
霊
亀
元
年
十
月
廿
九
日
中
毒
素
蚕
河
村
嚇
造
コ
建
郡
家
ご
、
　
門
於
昌

　
漁
村
↓
便
建
＝
郡
家
ご
　
と
あ
る
前
者
は
黒
川
郡
の
前
身
で
あ
り
、
後
者
は

　
　
「
先
祖
以
来
、
貢
昌
献
昆
布
平
常
寺
山
此
地
一
」
と
み
え
る
か
ら
海
岸
沿
い

　
の
地
域
で
あ
り
、
牡
鹿
・
桃
生
郡
の
前
身
で
あ
ろ
う
。
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4
9
、
炎
平
一
一
年
正
月
、
　
「
建
昌
翼
翼
干
田
夷
村
二
と
あ
る
郡
は
、
　
「
田
夷
遠

　
田
郡
」
と
も
み
え
る
か
ら
、
遠
田
郡
の
こ
と
と
想
定
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

5
0
、
宝
亀
十
一
年
置
反
乱
を
起
し
た
伊
治
公
義
麻
呂
は
上
治
郡
大
領
（
続
紀
）
、

　
伊
治
郡
大
領
（
公
卿
補
任
）
の
肩
書
を
も
つ
が
、
こ
れ
は
2
4
の
栗
原
郡
建

　
郡
記
事
と
矛
盾
す
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
伊
治
城
と
の
関
係
か
ら
渠
原
郡

　
に
は
酎
伊
治
郡
の
別
称
が
あ
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

5
1
、
続
紀
、
延
暦
四
年
四
月
七
日
「
：
：
：
由
レ
是
一
概
（
多
賀
、
階
上
二
郡
一
ゆ

　
…
…
望
請
言
為
濫
真
白
嚇
」
と
あ
り
、
こ
の
時
ま
で
権
…
櫨
で
あ
っ
た
多
賀
・

　
階
上
無
鉤
が
真
郡
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
郡
は
、
天
平
勝
宝
四
年
に
「
多
賀

　
以
北
諸
郡
」
と
あ
っ
て
そ
の
存
在
を
確
認
で
き
る
か
ら
、
天
平
頃
に
設
置

　
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
和
名
抄
に
よ
れ
ば
宮
城
郡
下
に
多
賀
、
階
上
二

　
郷
が
み
え
る
か
ら
、
宮
城
郡
に
併
合
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

5
2
、
後
紀
、
延
暦
十
八
年
三
二
七
日
門
陸
奥
国
蜜
田
郡
併
＝
色
麻
郡
嚇
讃
馬
郡

　
併
二
漸
田
郡
｛
登
米
郡
併
備
小
田
郡
ご
と
あ
る
窟
［
田
・
龍
馬
二
郡
は
、
天
平

　
頃
に
設
置
ざ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

5
3
、
後
瀬
、
弘
仁
二
年
正
月
十
一
臼
「
於
晶
陸
奥
国
ハ
鷹
昌
和
我
、
稗
縫
、
斯

　
波
三
郡
ご
と
あ
る
が
、
こ
の
三
郡
は
、
延
喜
式
、
和
名
抄
と
も
に
郡
名

　
　
　
　
　
　
⑭

　
を
欠
い
て
い
る
の
で
後
述
す
る
よ
う
に
権
謄
さ
れ
た
郡
と
考
え
た
い
。

5
4
、
和
名
抄
巻
五
白
河
郡
に
「
国
分
為
高
野
郡
今
分
為
大
沼
河
沼
二
軸
」
、
磐

　
瀬
郡
に
「
国
分
為
御
達
郡
」
、
信
夫
郡
に
「
国
分
為
伊
達
郡
」
と
あ
る
。
大

沼
・
河
沼
二
郡
は
会
津
郡
の
分
置
の
間
違
い
で
あ
り
、
ま
た
傍
達
郡
は
僑

夫
郡
の
分
割
に
よ
る
新
置
で
あ
っ
て
、
磐
瀬
郡
の
項
は
術
文
で
あ
ろ
・
）
。

こ
れ
ら
の
諸
郡
は
い
ず
れ
も
和
名
抄
編
纂
欝
病
一
承
平
年
間
i
に
お

　
　
　
　
　
　
　
⑯

け
る
新
建
で
あ
ろ
う
。

①
こ
こ
で
は
次
の
も
の
を
参
照
し
た
。

　
吉
園
東
伍
凹
大
日
本
地
名
調
合
』
第
五
巻
、
爽
羽
、
井
上
通
塞
『
上
代
歴

　
史
地
理
新
考
』
東
土
道
、
　
『
宮
城
県
史
』
第
一
巻
、
古
代
史
（
伊
東
償
雄

　
氏
執
筆
）
、
高
橋
富
雄
「
古
代
に
お
け
る
陸
奥
圏
」
（
『
文
化
』
一
七
一
三
）

②
　
先
代
旧
薯
本
紀
巻
第
十
、
岡
造
本
紀
、
以
下
同
じ
。

③
　
こ
の
ほ
か
阿
岐
閑
酒
造
の
冷
汗
閥
疑
阿
比
闘
説
が
あ
る
（
吉
細
東
伍
『
大

　
目
本
地
名
辞
欝
』
三
九
五
〇
～
蔵
九
五
一
頁
）
。

④
延
喜
民
部
省
式
頭
注
。

⑤
続
紀
、
慶
雲
四
年
五
月
廿
六
日
条
。

⑥
『
大
臓
本
地
名
辞
欝
』
四
〇
七
頁
。
『
上
代
歴
史
地
理
類
考
』
東
山
道

　
三
六
五
頁
。
こ
れ
に
対
し
伊
束
信
雄
氏
は
丹
坂
郡
と
名
取
郡
と
は
刷
な
も

　
の
で
、
丹
取
郡
は
玉
造
郡
附
近
に
概
か
れ
た
郡
で
あ
る
と
い
う
新
謎
を
示

　
し
た
（
『
宮
城
県
史
』
第
一
巻
　
○
｝
・
一
〇
二
頁
）
。

⑦
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
四
〇
四
八
頁
引
絹
の
『
復
聴
雑
煮
』
は
、
思
瞬

　
造
に
つ
い
て
「
思
の
字
は
顕
理
と
あ
り
し
草
体
を
一
字
に
誤
写
せ
る
」
と

　
推
測
し
た
の
で
あ
る
が
、
思
瞬
造
が
阿
尺
羅
造
と
伊
呉
国
造
と
の
中
闘
に

　
記
さ
れ
る
と
い
う
闇
［
造
太
・
紀
の
順
序
一
と
、
地
理
約
一
に
日
工
郡
が
伊
具
郡
に

　
隣
接
す
る
こ
と
も
併
せ
考
え
て
こ
の
よ
う
に
比
定
し
た
。

⑧
こ
の
陸
奥
鎮
所
と
多
賀
城
と
の
関
係
、
お
よ
び
そ
の
脇
立
年
代
を
め
ぐ
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っ
て
、
著
名
な
多
賀
城
碑
文
の
蔚
造
説
と
も
結
び
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

　
見
解
が
あ
る
が
、
詳
細
は
『
宮
城
県
史
』
第
一
巻
一
〇
二
～
一
一
〇
頁
に

　
ゆ
ず
り
た
い
。

⑨
続
紀
、
天
平
十
四
年
正
月
廿
三
目
、
陸
奥
国
言
、
部
下
黒
川
郡
以
北
十

　
一
郡
、
雨
昌
赤
雪
一
平
地
二
寸
。

⑩
　
こ
の
記
事
に
つ
い
は
十
｝
月
に
乙
巳
な
く
、
古
来
錨
簡
と
さ
れ
て
い
る

　
が
、
板
橋
源
・
佐
々
木
博
康
両
氏
の
神
護
景
霊
三
年
六
月
に
あ
て
る
撹
に

　
従
っ
て
お
く
。
寧
「
陵
奥
国
栗
原
郡
成
立
年
代
に
関
す
る
私
疑
」
（
『
岩
手

　
大
学
学
芸
部
研
究
年
報
』
第
十
八
巻
）
。

＠
叢
代
実
録
に
は
、
仁
和
二
年
十
～
月
十
一
日
、
勅
分
晶
出
羽
国
最
上
郡
㎜

　
塾
二
郡
魂

＠
　
鞭
尚
橋
詰
常
雄
「
古
代
隅
家
と
辺
境
」
前
掲
、
は
出
羽
郡
の
晶
隈
身
と
み
な
し
、

　
『
大
臼
本
地
名
辞
書
』
㎎
四
四
二
頁
は
田
川
郡
の
前
身
と
考
え
て
い
る
が
、

　
井
上
通
泰
氏
は
す
ぐ
簿
廃
さ
れ
た
と
し
た
（
前
掲
書
、
四
八
五
頁
）
。

⑬
　
続
紀
、
宝
亀
十
一
年
三
月
廿
二
碍
条
。

⑭
　
延
喜
式
神
名
下
に
は
民
部
式
に
記
載
の
な
い
斯
波
郡
が
あ
り
、
こ
こ
に

　
憲
賀
理
和
気
神
益
を
あ
げ
て
い
る
。

⑮
こ
の
よ
う
な
和
名
抄
国
郡
郷
里
部
に
補
注
と
し
て
み
え
る
郡
の
分
割
に

　
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
ず
る
予
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
諸
郡
は
、

　
中
央
政
府
に
法
的
な
公
認
を
う
け
た
閣
定
郡
で
は
な
く
、
圏
郡
制
の
朋
壌

　
過
程
に
お
け
る
現
ゐ
象
と
考
え
ら
れ
る
。

三

前
項
で
は
延
喜
民
部
式
の
囚
十
六
郡
に
つ
い
て
そ
の
成
立
年
代
を

推
定
し
、
ま
た
延
喜
式
の
制
定
郡
と
し
て
あ
ら
わ
れ
な
い
が
、
そ
の

時
期
ま
で
の
郡
の
整
備
状
況
を
示
す
史
料
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
改
め
て
陸
奥
・
出
羽
の
諸
郡
を
成
立
年
代
願
に
配
列
し
直

し
て
、
そ
の
歴
史
的
な
ら
び
に
地
理
的
な
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
て

み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
郡
を
そ
の
成
立
年
代
か
ら
み
て

四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
区
分
し
て
み
た
。

D
　
大
化
改
薪
時
に
設
羅
さ
れ
た
郡
、
白
河
・
磐
瀬
・
会
津
・
安
積
・
信
夫
・

（　
磐
城
・
三
葉
・
行
方
・
宇
多
・
伊
具
・
日
理
の
十
一
郡
。

D
大
化
以
後
養
老
ま
で
に
設
置
さ
れ
た
郡
、
最
上
・
置
賜
・
柴
田
・
刈
田
・

（　
名
取
・
博
多
・
宮
城
・
田
川
・
出
羽
の
九
関
。

恥
　
神
亀
か
ら
天
応
ま
で
に
設
澄
さ
れ
た
郡
、
黒
川
・
賀
美
・
色
麻
・
玉
造
・

（　
志
太
・
栗
原
・
長
周
・
新
閏
・
小
田
・
遠
田
・
登
米
・
桃
生
・
牡
鹿
・
磐

　
井
・
雄
勝
・
平
鹿
・
飽
海
・
河
辺
・
秋
田
の
十
九
郡
（
ほ
か
に
多
賀
・
階

　
上
・
蜜
田
・
丁
寧
の
隣
郡
）
。

　W
　
延
暦
以
後
に
設
鷺
さ
れ
た
郡
、
耶
麻
・
安
達
・
江
刺
・
胆
沢
・
気
仙
・

（　
村
山
・
山
本
の
七
郡
（
ほ
か
に
自
我
・
繭
縫
・
斯
波
の
三
郡
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
右
の
う
ち
、
現
在
の
福
島
県
と
宮
城
県
南
部
に
相
当
す
る
エ
の
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

一
郡
は
、
全
国
的
な
国
郡
制
実
施
と
同
時
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
即
ち
こ
の
諸
郡
は
早
く
国
造
の
国
と
し
て
そ
の
名
称
を
あ
ら
わ
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し
て
い
る
か
ら
、
大
化
以
前
に
開
拓
・
経
営
が
行
わ
れ
、
大
和
国
家

の
支
配
力
が
及
ん
で
い
た
地
域
で
あ
る
。
た
し
か
に
こ
の
地
域
は
出

羽
側
に
比
べ
る
と
、
常
陸
と
下
野
地
方
と
の
間
に
地
形
的
障
害
は
あ

ま
り
な
く
、
容
易
に
中
央
国
家
の
勢
力
が
進
出
で
き
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
常
陸
と
下
野
よ
り
北
の
地
域
は
、
本
来
、
道
口
・
道

①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

前
に
対
す
る
道
後
で
、
化
外
、
即
ち
「
教
化
之
所
レ
不
レ
被
」
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

東
夷
の
勢
力
下
に
あ
る
「
蝦
夷
国
」
で
あ
っ
て
、
中
央
政
府
の
支
配

力
が
浸
透
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
個
々
的
に
服
属
す
る
と
い

う
形
を
と
っ
て
、
次
第
に
国
造
国
に
組
込
れ
て
、
朝
貢
関
係
が
確
立

す
る
と
い
う
経
過
を
た
ど
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
こ
こ

の
国
造
国
は
、
そ
の
境
域
が
大
化
後
の
郡
に
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
る
と
い
う
他
地
域
に
み
ら
れ
な
い
形
態
を
と
っ
て
い
る
か
ら
、
国

造
国
の
成
立
は
大
化
を
あ
ま
り
遡
ら
な
い
時
期
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
み
ら
れ
る
。
要
す
る
に
十
一
郡
に
よ
る
道
奥
国
の
設
置
は
こ

う
し
た
朝
貢
綱
的
支
配
領
域
の
地
方
行
政
組
織
へ
の
体
制
的
な
再
編

成
を
意
味
す
る
か
ら
、
他
地
域
に
お
け
る
国
郡
制
の
成
立
と
は
質
的

に
異
っ
た
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

日
本
海
側
に
お
い
て
は
、
大
化
三
年
に
越
国
に
淳
足
無
、
翌
年
に
石

船
柵
が
建
造
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
」
陸
奥
側
に
比
べ
て
、
こ
の
地
域
の

　
　
　
　
　
　
　
⑤

経
営
が
遅
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
　

　
豆
の
諸
郡
は
、
仙
台
平
野
と
山
形
県
地
方
の
ほ
と
ん
ど
に
相
当
す

　
（

る
地
域
を
占
め
る
が
、
こ
の
九
郡
は
蝦
夷
に
対
し
て
大
き
な
軍
事
行

動
を
行
わ
ず
に
令
制
国
家
の
進
出
が
な
さ
れ
、
蝦
夷
の
大
量
帰
属
を

伴
い
つ
つ
陸
奥
側
で
は
柴
田
・
名
取
・
宮
城
と
い
う
頗
序
に
、
内
陸

部
で
は
懸
心
高
か
ら
最
上
へ
、
秘
本
海
蘭
で
は
出
羽
・
田
川
と
い
う
順

に
建
郡
が
進
行
し
て
行
っ
た
。
こ
の
間
に
和
鋼
五
年
の
出
羽
国
の
帝

国
か
ら
の
分
離
独
立
、
陸
奥
国
の
最
上
・
置
賜
二
郡
の
出
羽
国
へ
の

所
管
変
更
、
ま
た
養
老
二
年
の
石
城
、
石
背
両
国
の
新
設
と
こ
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

国
の
数
年
後
に
お
け
る
廃
止
な
ど
が
つ
づ
き
、
こ
の
時
期
が
古
代
東

北
に
お
け
る
地
方
行
政
制
度
の
創
設
期
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
石
城
・
石
背
両
国
の
停
廃
に
よ
っ
て
、
陸
奥
国
は
管
母
数
・
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

郷
数
に
お
い
て
異
例
の
大
国
と
な
り
、
こ
の
こ
と
は
こ
れ
と
併
行
し

て
養
老
五
年
に
新
し
く
設
け
ら
れ
た
陸
奥
出
羽
按
察
使
の
糊
度
と
と

も
に
、
東
山
道
・
北
陸
道
か
ら
分
離
せ
し
め
ら
れ
た
陸
奥
と
出
羽
と

い
う
広
域
行
政
組
織
と
し
て
注
目
に
価
す
る
事
実
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
よ
う
に
、
豆
の
地
域
の
前
進
拠
点
と
し
て
仙
台
平
野
と
最
上

　
　
　
　
　
　
　
（

川
下
流
平
野
に
多
賀
城
と
出
羽
柵
が
構
築
さ
れ
、
律
令
綱
的
支
配
体

制
が
確
立
す
る
神
亀
年
間
に
入
る
と
、
よ
う
や
く
蝦
夷
の
反
抗
も
激
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⑧

化
し
は
じ
め
た
。
そ
れ
に
対
し
て
奈
良
朝
政
府
は
大
規
模
な
軍
事
行

動
を
開
始
し
、
天
平
九
年
、
大
野
東
人
将
軍
は
多
賀
城
か
ら
出
羽
棚

ま
で
雄
勝
経
由
の
直
路
を
開
き
、
玉
造
棚
な
ど
の
五
柵
を
強
化
し
て
、

反
乱
の
組
織
化
・
拡
大
化
を
防
止
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
か
く
し

て
神
亀
年
間
か
ら
奈
良
時
代
末
に
か
け
て
東
北
経
営
は
地
域
的
に
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

き
な
進
展
を
み
せ
た
。
す
な
わ
ち
斑
の
諸
郡
は
二
十
一
郡
に
も
の
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

り
、
北
上
川
下
流
の
仙
北
平
野
、
雄
物
川
流
域
の
横
手
盆
地
と
秋
田

平
野
に
拡
大
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
建
郡
数
の
少
い
出
羽

側
が
陸
奥
側
よ
り
も
早
く
経
営
が
北
進
し
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
宝
亀
年
閾
に
入
る
と
宝
亀
五
年
の
海
道
蝦
夷
の
反
乱
に

端
を
発
し
た
陸
奥
・
出
羽
両
圏
蝦
夷
の
か
っ
て
な
い
組
織
的
抵
抗
が

起
り
、
さ
ら
に
宝
亀
十
一
年
に
は
二
黒
郡
大
領
伊
治
砦
麻
呂
が
突
如

叛
旗
を
ひ
る
が
え
し
て
按
察
使
紀
広
純
。
牡
鹿
郡
大
領
盛
挙
大
蛇
等

を
殺
し
、
伊
治
城
・
多
賀
城
を
攻
略
し
、
仙
北
・
仙
台
平
野
が
再
び
蝦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

夷
の
手
に
戻
る
と
い
う
混
乱
し
た
事
態
に
突
入
し
た
。
こ
の
事
件
は

延
暦
・
弘
仁
時
代
に
あ
と
を
ひ
き
、
中
央
政
府
に
よ
る
積
極
的
な
蝦

夷
征
伐
を
必
然
な
ら
し
め
、
こ
こ
に
東
北
古
代
史
に
澄
け
る
最
大
の

動
乱
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
蝦
夷
の
組

織
的
反
乱
は
、
神
亀
・
天
平
頃
か
ら
急
速
に
進
ん
だ
城
禰
の
建
設
、

軍
事
的
圧
力
に
よ
る
蝦
夷
地
の
令
制
国
家
へ
の
編
入
と
い
う
支
配
体

制
の
強
化
が
も
た
ら
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

時
期
に
中
央
政
府
は
、
城
島
の
建
設
に
伴
い
東
山
・
東
海
・
北
陸
諸

道
の
園
々
か
ら
棚
戸
を
計
画
的
に
移
住
せ
し
め
て
、
土
地
開
発
を
大

々
的
に
展
開
す
る
と
と
竜
に
、
郡
郷
里
と
い
う
地
方
行
政
機
構
を
整

備
し
、
造
籍
・
班
田
制
な
ど
を
強
力
に
実
施
し
て
行
っ
た
か
ら
で
あ

る
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
X
の
諸
郡
と
皿
の
諸
郡
と
を
分
つ
線
は
、
陸
奥
側
に
お
い
て
は
標

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

高
一
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
船
形
火
山
群
か
ら
東
鶴
に
の
び
る
黒
川

丘
陵
、
出
羽
側
で
は
奥
羽
山
脈
の
須
川
火
山
群
か
ら
鳥
海
火
山
群
に

か
け
て
東
西
走
す
る
山
脈
に
あ
た
る
。
前
者
は
名
取
川
三
角
洲
を
主

と
す
る
仙
台
平
野
と
迫
川
・
江
合
川
・
鳴
瀬
川
の
形
成
し
た
仙
北
平

野
と
を
分
つ
自
然
的
境
界
を
な
し
、
こ
の
丘
陵
の
東
端
は
松
島
湾
と

な
6
。
後
者
は
日
本
海
岸
近
く
に
標
高
二
二
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
鳥
海

山
が
そ
び
え
、
庄
内
平
野
と
本
荘
・
秋
田
平
野
を
明
確
に
分
離
さ
せ
、

ま
た
鳥
海
山
か
ら
粟
駒
山
ま
で
ほ
ぼ
東
西
秘
す
る
山
脈
は
、
そ
の
中

閥
に
四
二
七
メ
ー
ト
ル
の
雄
勝
峠
を
有
す
る
が
、
繊
手
盆
地
と
新
庄

盆
地
の
明
白
な
る
分
界
線
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
黒
川
丘
陵
と
栗
駒

山
…
鳥
海
山
と
の
自
然
、
的
境
界
線
は
東
北
古
代
史
に
お
い
て
重
要
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な
る
役
割
を
演
ず
る
こ
と
に
な
る
。

　
恥
の
延
暦
・
弘
仁
時
代
に
な
る
と
、
陸
奥
・
出
羽
の
政
情
は
ま
す

　
く

ま
す
悪
化
し
、
北
上
州
中
流
域
に
大
軍
が
派
遣
さ
れ
、
蝦
夷
攻
防
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ユ
」
の
結
果
を
み
れ
ば
気
仙
．

江
刺
・
胆
沢
・
出
本
の
四
郡
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
北
上
川
中
流
域
か
ら
出
羽
に
及
ぶ
地
域
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蝦
夷
征
討
お
よ
び
新
旧
建
置
は
、
あ
く
ま
で
薮
の
二
一
の
確
保
と
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

の
政
治
的
安
定
に
貸
標
が
鷺
か
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
こ
と
は
議
題
・
　
稗
縫
・
斯
波
の
三
郡
が
志
波
城
の
構
築
に

よ
っ
て
一
応
征
服
さ
れ
た
後
、
郡
の
新
概
が
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
後

述
す
る
よ
う
に
権
澄
の
形
の
ま
ま
永
く
維
持
さ
れ
て
、
胆
沢
以
南
の

内
郡
化
さ
れ
た
地
域
と
蝦
夷
地
と
の
問
の
緩
衝
地
帯
と
な
っ
て
い
た

こ
と
に
も
関
連
す
る
。
そ
の
う
え
、
こ
の
時
期
は
郡
の
新
…
直
よ
夢
屯

既
成
郡
の
再
編
成
が
よ
り
顕
藩
な
傾
向
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
耶
麻
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
達
∴
村
山
の
三
郡
が
既
成
郡
（
い
ず
れ
も
σ
の
郡
）
の
一
部
を
分
割
し

て
新
縫
さ
れ
、
加
え
て
多
賀
・
階
上
二
郡
の
権
郡
よ
り
真
郡
へ
の
昇

格
と
そ
の
後
の
宮
城
郡
に
よ
る
併
合
、
ま
た
冨
照
・
讃
馬
両
郡
の
隣

接
郡
に
よ
る
吸
収
合
併
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
点
か
ら

み
る
と
、
冠
暦
以
後
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
北
進
に
伴
っ
て
新
ら
し
く

獲
得
し
た
蝦
夷
地
に
郡
の
新
縫
も
な
さ
れ
た
が
、
む
し
ろ
既
成
郡
の

再
編
威
・
再
整
備
期
と
し
て
の
特
徴
を
も
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。

①
　
常
磁
風
土
記
、
多
珂
郡
の
条
。

②
　
令
義
解
、
巻
二
、
戸
令
、
化
外
奴
碑
条
。

③
苔
紀
、
敏
達
天
皇
十
年
閣
二
月
、
お
よ
び
聖
明
天
皇
九
年
。

④
常
陸
濁
と
伊
予
隈
が
や
や
こ
れ
に
よ
く
似
て
い
る
。

⑤
斉
明
天
皇
四
年
・
五
年
・
六
年
に
お
け
る
阿
倍
臣
比
羅
夫
の
遠
征
は
「
踏

　
師
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
記
事
が
そ
の
ま
ま
史
実
を
示
し
て

　
い
る
わ
け
で
も
な
い
一
坂
本
太
部
「
獄
本
書
詑
と
蝦
爽
」
　
（
古
代
史
談

　
話
会
編
…
『
蝦
夷
』
）
1
か
ら
、
一
時
酌
な
も
の
と
解
さ
れ
る
。
嗣
様
に
こ

　
の
躊
に
み
え
る
鰐
田
・
淳
代
・
津
軽
の
爺
郡
は
制
定
県
と
は
異
っ
て
お
り
、

　
郡
大
領
の
名
称
も
蝦
夷
の
族
長
に
臨
時
に
与
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑥
土
田
直
鎮
「
石
城
石
背
両
囲
建
鷺
沿
革
余
考
」
（
『
歴
史
地
理
』
八
蕪
i

　
　
一
）
。

⑦
拙
稿
「
式
と
抄
に
よ
っ
て
」
（
…
「
入
交
地
理
論
九
i
閥
）
、
お
よ
び
高
橋
富

　
雄
「
玉
代
に
お
け
る
難
奥
国
」
前
掲
。

⑧
続
紀
、
神
亀
元
年
三
月
廿
五
麟
、
同
…
　
年
薫
月
十
七
鷹
。

　
⑨
こ
の
反
乱
に
つ
い
て
は
門
脇
醸
二
「
蝦
夷
の
叛
乱
」
（
『
5
2
命
館
文
学
』

　
九
六
）
　
を
参
昭
…
。

四

　
陳
…
奥
，
出
羽
に
［
お
け
る
凹
取
宵
圖
軍
一
蚊
㎏
府
…
た
ワ
の
鎮
｛
管
物
は
養
老
山
ハ
年
に

　
　
　
　
　
　
　
①

は
早
く
も
陸
奥
忍
所
と
し
て
正
史
に
そ
の
姿
を
み
せ
、
神
亀
元
年
頃
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’／2

N

斯志
波波

1
1
、
胆
沢

10
1

栗伊
原治

9
、
桃
生

6
、
新
限

7
、
牡
鹿

8
、
色
麻

5
、
玉
造

4
、
多
賀

3
、
雄
勝

2
、
秋
田

1
、
出
羽

a
、
和
銅
二
年
七
月
一
日
、
繊
羽
櫓
（
続
紀
）
…
初
見

．
D
、
　
驚
ハ
老
一
二
年
二
月
蔵
丁
六
日
【
、
　
出
羽
繍
凹
（
続
紀
）
：
・
終
見

a
、
　
天
平
五
年
十
二
月
聖
目
六
R
【
、
　
巾
悶
羽
構
W
を
調
杁
田
村
に
遷
概
（
続
紀
）

b
、
寛
平
九
年
七
月
廿
瓢
麟
、
秋
閣
城
（
紀
略
）
…
終
見

a
、
天
平
梅
割
元
年
七
月
十
二
日
、
小
勝
村
議
柵
工
（
続
紀
）

b
、
天
平
宝
字
二
年
＋
口
紅
八
日
、
造
轟
小
勝
饗
（
本
紀
）

C
、
　
一
兀
慶
～
二
年
六
月
廿
六
日
、
　
雄
…
・
勝
城
（
一
瓢
実
）
：
・
終
㎝
兄

a
、
神
亀
元
年
二
鐸
脅
二
日
、
陸
奥
悶
鎮
所
（
墨
隈
）

b
、
天
平
九
年
鰻
刃
十
礁
臼
、
多
賀
棚
（
続
紀
）
…
初
兄

C
、
　
り
策
和
六
年
占
囲
月
暮
六
臼
、
　
多
賀
城
（
就
後
紀
）
・
：
終
尉
湘

a
、

b
、

C
、

神
亀
烈
年
縢
月
十
一
日
、

天
平
九
年
四
月
十
四
H
、

講小

a
四
一
加
†
四
【
月
L
T
穴
h
R
、 改

二
丹
取
軍
団
皿
為
二
玉
造
軍
麟
一
（
続
紀
）

蓋
造
辮
（
続
紀
）
…
初
見

玉
造
塞
（
続
後
紀
）
…
終
見

a
、
天
平
九
年
四
月
十
四
腿
、
新
田
棚
（
続
紀
）
…
初
見
、
終
見

a
、
天
平
九
年
四
月
十
酉
目
、
牡
鹿
柵
（
続
紀
）
…
初
見
、
終
兄

a
、

天
平
九
年
四
月
十
四
日
、
色
麻
棚
（
続
紀
）
…
初
釜
、
終
見

a
、
天
平
宝
字
二
年
十
月
骨
五
日
、
造
二
桃
生
城
一
（
続
紀
）

b
、
　
窯
亀
六
年
⊥
丁
一
月
十
五
日
、
　
園
生
城
（
続
紀
）
：
・
終
阿
兄

a
、
神
護
三
雲
元
年
十
月
十
口
口
、
上
篇
聖
典
城
作
了
一
（
続
紀
Y
：
初
見

b
、
延
暦
十
五
年
十
一
月
廿
門
口
、
伊
治
城
（
後
紀
）
…
終
見

a
、
延
暦
廿
一
年
一
月
九
日
、
造
篇
山
奥
胆
沢
城
一
（
紀
略
）

、
◎
、
　
↓
承
和
山
ハ
年
閲
囲
月
廿
山
月
日
、
　
闇
腿
三
戸
（
読
後
紀
）
：
・
終
回

a
、
延
暦
廿
二
年
二
拷
十
二
日
、
造
志
波
城
所
（
紀
略
）

b
、
弘
仁
二
年
十
二
月
十
一
購
、
志
波
城
麗
鵠
立
便
地
λ
後
馬
）

イ
、
弘
仁
二
年
一
月
十
一
麟
、
置
工
斯
波
郡
ス
後
紀
）

イ
、
延
暦
廿
三
年
五
月
十
目
膿
沢
郡
（
後
紀
）

イ
、
神
毒
煙
雲
元
年
十
一
月
乙
巳
、
羅
昌
萱
原
郡
ス
続
紀
）

　
　
　
　
　
　
　
（
三
年
六
月
か
）

イ
、
宝
亀
二
年
十
一
拷
十
一
日
、
桃
生
郡
（
続
紀
）

イ
、
神
護
景
雲
三
年
三
月
十
目
日
、
新
旧
郡
（
続
紀
）

イ
、
　
天
平
七
二
燈
油
濫
漫
穴
温
血
R
門
、
　
油
滴
鮨
描
（
続
紀
）

イ
、
延
暦
八
年
八
月
三
十
臼
、
厩
熱
郡
（
続
紀
）

イ
、
紳
護
景
雲
窯
年
薫
月
十
窯
日
、
玉
造
郡
（
続
紀
）

イ
、
天
平
勝
宝
閤
年
二
月
十
八
日
、
多
賀
以
北
諸
郡
（
続
紀
）

ロ
、
天
平
神
護
二
年
十
一
月
七
a
、
宮
城
郡
（
続
紀
）

ハ
、
延
暦
四
年
四
月
話
劇
、
多
賀
郡
直
ハ
郡
と
な
る
（
続
紀
）

ハロイ
1　 1　 h

延天天
暦平平
二宝五
年字年
六三十
月年二．
一一 縺Dyl

［嘉月廿
’竹：六

二六iil

百日’1
騰
繍塾
畏聖血
A勝履
禦棄
）如＝姦「L’
　着帽rVL’

　紀紀
　vv

イ
、
延
暦
廿
三
年
十
一
月
賛
二
日
、
秋
田
城
…
停
レ
城
為
レ
郡
（
後
園
）

イ
、
和
銅
元
年
九
月
骨
八
臼
、
出
羽
三
新
概
（
読
紀
）

日

晒

係

項

臼

郡

題匡

並
承

｛

項

臆

笙
一
表

城

棚

と

郡
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②

に
鎮
守
府
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
出
所
は
最
初
か
ら
．

多
賀
城
の
地
に
あ
っ
て
、
の
ち
に
胆
沢
城
に
移
っ
た
と
考
え
た
い
。

こ
こ
に
派
遣
さ
れ
る
鎮
守
将
軍
・
鎮
守
府
将
軍
は
陸
奥
守
や
辛
夷
大

将
軍
が
兼
任
す
る
こ
と
竜
あ
っ
た
が
、
そ
の
軍
喜
権
は
元
来
陸
奥
国

だ
け
に
及
ぶ
も
の
で
、
出
羽
国
は
征
越
後
将
軍
の
後
身
、
持
節
鎮
秋

将
軍
・
が
支
配
し
、
さ
ら
に
こ
の
両
国
の
上
に
征
夷
大
将
軍
が
任
命
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
鎮
狭
将
軍
は
延
暦
以
降
は
そ
の
補

任
の
例
が
み
え
ず
、
鎮
守
将
軍
が
娼
羽
国
に
軍
事
権
を
行
使
す
る
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

合
が
多
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
、
鎮
守
府
将
軍
と
征
夷

大
将
軍
の
根
拠
地
と
し
て
、
多
賀
城
－
胆
沢
城
の
古
代
東
北
に
占

め
る
中
心
的
地
位
、
即
ち
古
代
東
北
経
営
の
地
域
中
心
的
性
格
を
十

分
に
裏
書
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
多
賀
城

t
胆
沢
城
を
拠
点
と
し
て
、
い
わ
ば
本
城
に
対
す
る
嵐
城
と
し
て

各
地
に
洋
弓
と
い
う
軍
事
基
地
が
建
設
さ
れ
、
蝦
夷
征
伐
が
進
め
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
城
棚
が
郡
と
い
う
地
方
行
政

組
織
と
如
何
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
城
と
柵
と
は
塞
・
営
な
ど
と
竜
並
称
さ
れ
る
も
の
の
、
考
古
学
的

な
遠
景
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
城
と
概
は
方
形
・
不
整
形
・
楕
円
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

な
ど
と
な
っ
て
い
て
必
ず
し
も
形
態
上
の
相
違
が
あ
る
わ
け
で
な
い
。
・

か
か
る
城
棚
と
郡
と
の
関
係
を
考
え
る
場
合
、
ま
ず
城
署
名
と
郡
名

が
一
致
す
る
例
が
第
一
表
の
よ
う
に
十
二
を
数
え
興
味
を
ひ
く
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
ら
十
二
例
が
出
羽
城
・
胆
沢
城
・
志
波
城
を
除
け
ば
い
ず
れ
電
顕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

の
諸
郡
で
あ
る
の
は
、
対
蝦
夷
の
軍
事
行
動
の
活
濃
化
と
歩
調
を
合

わ
す
屯
の
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
第
一
表
は
こ
の
城
柵

と
郡
に
つ
い
て
、
そ
の
常
置
年
代
或
い
は
初
見
年
代
の
前
後
関
係
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
出
羽
柵
・
雄
勝
棚
の
特

殊
例
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
大
体
、
城
棚
の
蓋
置
が
郡
の
そ
れ
よ
り
も

先
行
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
蝦
夷
地
の
軍
事
的
経
営

が
城
棚
を
中
心
に
し
て
進
展
し
、
つ
い
で
そ
の
地
域
が
郡
に
よ
る
民

政
へ
と
移
行
す
る
と
い
う
段
階
を
経
て
い
る
。
こ
の
城
棚
に
よ
る
軍

政
か
ら
郡
と
い
う
民
政
へ
の
切
替
は
、
編
戸
に
よ
る
郷
璽
舗
…
の
整
備

を
も
伴
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
薄
地
の
令
制
国
家
へ
の
編
入
と
帰
服
し

た
蝦
夷
の
「
課
役
民
」
化
が
完
了
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
切
替

を
可
能
な
か
ぎ
り
早
急
に
行
う
こ
と
が
政
策
的
に
要
請
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
表
は
必
ず
し
も
城
棚
と
郡
の
両
者

に
つ
い
て
の
建
麗
年
代
を
示
さ
な
い
が
、
桃
生
城
で
は
②
と
④
の
間

が
十
三
年
（
神
護
景
雲
三
年
の
門
桃
生
城
営
造
己
鍵
」
と
桃
生
郡
の
閾
を
と

れ
ば
二
年
九
ケ
月
）
、
伊
治
城
で
は
②
と
ω
の
差
は
一
年
八
ケ
月
、
胆
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沢
城
で
は
二
年
四
ケ
月
、
志
波
城
で
は
七
年
、
雄
勝
城
で
は
㈲
と
㈲
の

差
は
十
ケ
月
と
な
り
、
若
干
郡
の
設
立
が
お
そ
く
な
っ
て
い
る
場
合

が
あ
っ
て
も
築
城
の
着
工
か
ら
完
成
ま
で
相
当
長
期
を
要
し
た
こ
と

竜
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
大
体
、
城
概
か
ら
郡
制
へ
の
転
換
は
城
柵
見

置
か
ら
一
・
二
年
後
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
郡
制
が
そ
の
後
順

調
に
行
け
ば
、
城
棚
は
ま
も
な
く
廃
止
さ
れ
た
こ
と
は
、
平
安
時
代

に
入
れ
ば
軍
事
拠
点
と
し
て
重
要
な
多
賀
・
胆
沢
・
徳
丹
（
志
波
城

　
　
④

の
後
身
）
・
雄
勝
・
秋
田
の
六
十
以
外
が
文
献
に
記
さ
れ
な
い
こ
と
か

ら
推
測
さ
れ
る
が
、
‘
城
柵
の
停
廃
は
残
念
な
が
ら
知
り
え
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
城
概
と
郡
の
名
称
が
同
一
の
場
合
、
郡
の
中
心
た
る

郡
家
は
城
鰍
欄
に
併
覆
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
栗
原
郡
の
「
本
誌
伊
治
城
」
と
秋
田
城
の
「
停
城
順
序
」
の
二

史
料
か
ら
、
妥
当
な
解
釈
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
後
老
は
、

　
一
、
出
羽
国
守
正
五
一
下
藤
原
朝
臣
興
世
飛
駅
上
奏
。
夷
俘
叛
乱
、
今
月
十

　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ミ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
五
三
焼
熱
胴
秋
田
城
井
二
院
屋
舎
城
辺
昂
家
一
…
（
三
代
実
録
元
慶
、
二
年

　
三
月
廿
九
日
）

二
、
秋
田
郡
城
邑
愚
書
民
家
、
為
嵩
凶
賊
所
試
焼
亡
「
画
名
、
…
…
城
北
郡
南

　
公
私
舎
宅
、
皆
悉
焼
残
、
…
（
三
代
実
録
、
元
慶
二
年
四
月
四
日
）

と
あ
っ
て
、
秋
田
城
と
秋
田
郡
の
郡
家
が
別
個
の
も
の
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
足
利
健
亮
残
は
方
量
地
方
に
分
布
す
る
郡

地
名
に
着
目
し
、
そ
れ
が
郡
家
に
由
来
す
る
こ
と
を
考
え
、
と
く
に

雄
勝
郡
家
と
み
ら
れ
る
雄
勝
郡
羽
後
町
郡
山
が
雄
勝
城
蛙
の
位
澄
す

る
台
地
の
直
下
に
あ
り
、
両
者
が
全
く
近
接
位
鐙
に
あ
り
な
が
ら
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
論
じ
た
。
し
た
が
っ
て
戦
術
的
な
位

置
を
選
ん
で
城
概
が
建
置
さ
れ
る
と
、
次
段
階
に
は
そ
れ
に
接
続
し

て
郡
衙
を
設
置
し
て
城
棚
と
郡
家
が
並
行
し
、
さ
ら
に
軍
事
的
安
定

を
ま
っ
て
城
棚
が
停
廃
さ
れ
、
郡
制
一
本
に
な
る
と
い
う
段
階
を
経

過
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
雷
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
と
は
い
え
、
城
概
は
第
一
表
に
つ
き
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
⑬

　
　
　
③
　
　
　
　
⑨

に
覚
繁
柵
・
由
利
棚
・
大
室
塞
・
衣
川
営
・
中
山
棚
．
徳
新
城
・
野

　
⑭

代
営
な
ど
が
文
献
に
散
見
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
郡
と
い
う
捌

度
的
地
域
の
形
成
に
お
い
て
、
城
欄
が
如
何
な
る
役
割
を
果
し
た
の

か
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
城
概
と
郡
が
呼
称

に
お
い
て
一
致
す
る
場
含
に
は
、
建
郡
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
城
禰
が

地
域
形
成
の
中
核
を
な
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
城

概
と
郡
家
と
で
は
地
域
中
心
と
し
て
の
性
格
が
相
異
し
て
い
る
点
を

こ
の
際
想
起
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
城
柵
は
本
来
的
に
蝦
夷

征
伐
の
た
め
の
前
進
基
地
・
兵
軸
基
地
、
或
い
は
確
保
・
占
領
し
た
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愈

地
域
の
防
禦
基
地
で
あ
っ
て
、
屯
田
兵
的
な
移
住
農
民
で
あ
る
概
戸

に
よ
る
簾
発
を
伴
っ
て
は
い
た
が
、
軍
防
令
に
み
る
よ
う
に
辺
境
で

は
す
べ
て
の
民
を
餐
墾
内
に
置
く
方
針
で
あ
る
か
ら
、
開
拓
の
先
駆

的
役
割
を
担
っ
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
　
一
方
、
郡
家
は
郡
と
い
う

行
政
区
画
の
中
心
官
衙
、
い
わ
ゆ
る
コ
ホ
リ
の
ミ
ヤ
ケ
で
あ
っ
て
、

郡
家
設
覆
は
行
政
区
画
と
し
て
の
郡
の
設
麗
を
も
意
味
し
て
い
る
か

ら
、
郡
家
は
郡
と
い
う
制
度
的
地
域
の
中
心
的
機
醗
が
最
初
か
ら
そ

の
属
性
で
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
東
北
地
方
で
は
、
郡
家
の
造
意
が

郡
と
い
う
地
域
単
位
に
お
け
る
組
織
的
麗
拓
を
竜
同
時
に
意
撫
す
る

も
σ
で
あ
っ
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
要
す
る
に
城
雛
は
蝦
夷
地
に
お

け
る
古
代
国
家
側
の
経
営
の
初
期
に
強
力
な
地
域
中
心
と
し
て
の
機

能
を
も
ち
、
郡
の
創
設
に
あ
た
っ
て
城
概
を
中
核
と
す
る
地
域
が
郡

の
境
域
を
構
成
す
る
場
合
が
当
然
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

れ
に
は
城
塞
に
よ
る
拠
点
的
・
部
分
的
魚
拓
か
ら
郡
家
に
よ
る
可
動

け
的
…
。
広
域
的
開
拓
へ
の
移
行
げ
か
編
伴
っ
て
い
・
⇔
の
で
あ
’
b
・
、
ま
た
他

方
で
は
、
城
棚
か
ら
距
離
的
に
離
れ
た
場
合
に
最
初
か
ら
郡
象
が
地

域
中
心
と
な
っ
て
開
拓
が
展
開
さ
れ
て
行
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
勿
論

こ
こ
で
云
う
開
拓
と
は
、
棚
戸
中
心
の
条
里
制
的
土
地
開
発
が
中
核

に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
浮
囚
中
心
に
新
郷
が
設

澱
さ
れ
た
時
に
は
．
彼
等
の
労
働
力
が
柵
戸
よ
夢
も
重
要
な
役
割
を

果
し
た
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
牡
鹿
郡
に
牡
鹿
棚
と
は
別
に
桃
生
棚

　
　
　
　
　
⑭

が
建
催
さ
れ
た
こ
と
や
、
あ
る
い
は
小
田
郡
中
山
雛
の
如
く
郡
名
と

一
致
し
な
い
城
棚
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
郡
が
城
棚
よ
り
も
広
範

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

囲
な
統
治
領
域
を
も
つ
と
み
な
す
の
は
適
当
で
は
な
い
。
と
い
う
の

は
、
郡
と
城
柵
の
統
治
の
あ
り
方
に
は
差
異
が
あ
り
、
城
棚
は
郡
の

よ
う
な
固
定
し
た
統
治
領
域
を
最
初
か
ら
保
有
し
て
い
る
わ
け
で
な

く
、
蝦
夷
経
営
の
政
策
や
そ
の
地
域
的
進
展
状
況
に
応
じ
て
城
概
の
・

管
轄
領
域
は
変
動
す
る
性
格
の
竜
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上
、

文
献
に
み
・
え
る
幽
魂
の
数
は
郡
に
比
し
て
少
く
、
郡
の
境
域
は
魚
食

の
支
配
領
域
よ
り
も
面
積
的
に
狭
少
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い

か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
雄
勝
城
の
建
概
直
後
に
雄
勝
・
平
鹿
二
輪

が
同
時
に
新
設
さ
れ
て
い
る
の
は
、
雄
勝
城
の
軍
事
的
支
配
が
こ
の

二
郡
の
土
地
、
す
な
わ
ち
横
手
盆
地
の
主
要
部
分
に
及
ん
で
い
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。
払
田
棚
は
盈
地
北
蔀
の
雄
物
川
支
流
の
玉
川

の
流
域
に
対
す
る
軍
事
墓
地
で
あ
ろ
う
。

①
続
紀
、
養
老
六
年
閏
四
月
骨
五
臼
、
同
年
八
月
只
乗
欄
。

②
　
続
紀
、
神
亀
元
年
二
月
廿
五
畿
。
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③
た
と
え
ば
、
続
紀
、
宝
亀
八
年
十
二
月
十
鷺
臼
な
ど
。

④
板
橋
源
、
佐
々
木
博
康
「
陵
奥
隔
栗
原
郡
威
立
年
代
に
関
す
る
私
疑
」

前
掲
、
に
よ
れ
ば
、
天
平
ま
で
は
概
と
だ
け
称
せ
ら
れ
、
宝
字
以
降
延
暦

　
ま
で
は
棚
・
城
・
営
・
塞
な
ど
が
混
称
さ
れ
、
大
隅
以
降
は
統
一
的
に
使

　
用
さ
れ
て
い
る
。

⑤
上
田
蹴
平
質
藍
田
三
二
・
城
多
望
阯
」
（
文
部
雀
『
史
蹟
精
査
報
告
』
三
）

　
山
石
手
県
教
ぜ
姿
『
胆
沢
城
跡
撫
、
　
山
叉
化
財
覗
嗣
査
報
出
隅
第
四
閉
集
、
　
第
六
維
ポ
。
　
な

　
お
秋
田
城
・
多
賀
城
は
不
整
形
の
形
態
で
あ
る
。

⑥
井
上
逓
泰
『
上
代
歴
史
地
理
新
考
』
潤
四
一
貰
。

⑦
足
利
健
亮
「
城
柵
と
郡
家
偏
（
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
、
人
文
地
理
学

　
会
大
会
、
発
表
）
。

⑧
続
紀
、
宝
亀
十
一
年
二
月
二
二
。

⑨
　
売
卜
、
宝
亀
十
一
年
八
月
廿
三
日

⑯
　
続
紀
、
宝
亀
十
一
年
十
二
月
十
犠
。

⑳
　
続
紀
、
延
暦
八
年
六
月
九
日
。

⑫
　
後
紀
、
延
暦
十
三
年
正
月
十
九
蹟
ρ

＠
　
続
紀
、
弘
仁
五
年
十
㎝
月
十
七
田
。

③
　
　
鴛
一
代
搬
穴
隔
蝋
、
　
一
兀
慶
二
年
四
一
月
几
丁
｛
ハ
臼
。

⑮
　
高
橋
寓
雄
「
東
北
古
代
史
上
の
樹
戸
と
鋏
兵
」
（
『
日
本
歴
史
』
九
〇
）
、

　
板
橋
源
「
棚
芦
考
」
（
『
岩
手
大
学
学
芸
学
部
研
究
年
報
』
二
）
。

⑯
益
荒
、
天
平
宝
字
四
年
聡
月
四
H
。

⑰
　
板
橋
源
、
佐
々
木
博
康
、
務
掲
④
。

五

　
前
節
ま
で
に
何
度
も
必
要
に
せ
ま
ら
れ
な
が
ら
庵
故
意
に
無
視
し

て
き
た
「
権
郡
」
の
問
題
を
、
あ
ら
た
め
て
こ
こ
で
．
取
扱
っ
て
み
よ

う
。
こ
の
「
権
郡
」
と
い
う
跡
目
が
史
料
の
上
で
明
瞭
に
使
用
さ
れ

て
い
る
の
は
多
賀
・
階
上
二
郡
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
実
例

が
あ
る
も
の
か
ど
う
か
、
ま
た
権
郡
と
真
理
の
相
異
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
、
権
郡
が
何
故
串
現
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
東
北
古
代
史
と
郡

成
立
史
に
お
い
て
権
郡
が
如
何
な
る
地
位
を
し
め
る
の
か
、
な
ど
と

い
っ
た
権
郡
の
歴
史
的
、
地
理
的
な
意
義
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
。

　
ま
ず
第
一
に
権
郡
と
い
う
形
式
は
ど
の
程
度
実
施
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
史
料
的
に
明
白
な
も
の
お
よ
び
そ
の
立
聞
を
抱
か
し
め

る
竜
の
を
列
挙
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
、

㈲
　
中
納
需
従
三
位
監
置
営
大
夫
陸
奥
按
察
使
鎮
守
将
軍
大
伴
宿
弥
家
持
等

　
言
、
名
取
以
南
一
十
四
郡
、
僻
在
昌
由
海
↓
去
レ
塞
懸
遠
、
属
レ
有
昌
徴
発
丙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
不
レ
会
昌
機
急
嚇
由
レ
是
権
燈
晶
多
賀
、
階
上
二
郡
噛
募
期
集
菖
姓
嚇
足
「
「
人
兵

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
ゐ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
於
国
府
叫
設
　
防
禦
於
東
菌
↓
誠
是
備
一
預
不
慮
の
推
コ
鋒
万
里
一
者
也
、
但

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
わ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
以
、
徒
有
昌
開
設
之
名
（
未
レ
任
昌
統
領
之
人
↓
百
姓
顧
望
、
無
レ
所
レ
係
レ
心
、
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ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
望
請
、
建
為
扁
真
率
↓
倫
ゴ
野
宮
員
輔
然
剛
民
知
昌
虚
説
三
帰
嚇
賊
絶
漏
窺
黙

　
之
望
ハ
許
レ
之
。
（
続
紀
、
延
暦
四
、
四
月
辛
未
）

㈲
　
越
蝦
夷
伊
高
岐
那
等
、
請
医
院
三
七
人
戸
一
為
昌
一
郡
ハ
乃
聴
レ
之
。
（
再
紀
、

　
天
武
天
皇
十
一
年
四
月
畢
申
）

㈲
　
陸
奥
蝦
夷
等
三
等
邑
良
志
励
君
宇
蘇
弥
奈
二
言
、
親
族
死
亡
子
孫
、
常

　
恐
被
昌
姦
徒
抄
略
一
二
、
講
比
例
香
河
村
↓
造
コ
建
郡
家
↓
為
　
編
戸
民
叫
永

　
保
昌
安
堵
ハ
又
蝦
夷
須
賀
悪
古
言
比
留
乱
書
、
先
祖
以
来
、
貢
コ
献
昆
布
↓

　
常
採
＝
此
地
嚇
年
時
不
レ
闘
、
今
国
府
郭
下
、
相
去
道
遠
、
往
還
累
レ
旬
、

　
甚
多
二
辛
苦
丙
難
解
諾
閑
村
ハ
便
建
諦
郡
家
融
同
昌
百
姓
ハ
共
率
碑
親
族
ハ
永

　
不
レ
闘
レ
貢
、
並
許
レ
之
。
　
（
続
紀
、
霊
亀
元
年
＋
月
丁
丑
）

◎
　
陸
奥
国
言
、
部
下
田
夷
村
蝦
夷
等
、
永
俊
ユ
賊
心
↓
既
従
昌
教
喩
↓
請
建
　
郡

　
家
干
田
夷
村
丙
同
為
昌
百
姓
～
春
、
諮
レ
之
。
　
（
続
紀
、
天
平
二
年
正
月
辛
亥
）

③
G
り
　
出
羽
柵
遷
コ
置
三
秋
田
村
高
清
水
山
三
又
於
篇
雄
勝
村
　
建
レ
皇
居
レ
民
焉
。

　
　
　
（
一
一
、
天
平
五
年
十
二
月
己
未
）

　
　
　
　
テ
　
ク
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
㈹
始
置
＝
出
羽
国
雄
勝
、
平
鹿
二
八
、
玉
野
、
避
翼
、
平
才
、
横
河
、
雄

　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ヲ

　
　
勝
、
助
河
、
井
陸
奥
国
嶺
下
等
駅
家
鴻
　
（
領
国
、
天
平
宝
字
三
年
九
月

　
　
己
丑
）

　
以
上
の
う
ち
㈲
の
多
賀
・
階
上
二
郡
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
権

麗
さ
れ
て
い
た
二
郡
が
、
こ
の
時
に
真
郡
に
昇
格
し
た
の
は
明
白
で

あ
る
。
次
に
⑥
の
香
河
村
、
閏
村
と
⑨
の
田
夷
村
に
新
麗
さ
れ
た
一
二

郡
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
類
似
し
た
慕
例
を
他
国
で
さ
が
す
と

次
の
三
例
が
あ
る
。

働
　
惰
後
窄
六
二
郡
甲
雨
雫
、
相
コ
表
郡
家
輔
山
谷
阻
遠
、
百
姓
往
還
、
煩

　
費
太
多
、
傍
割
　
品
遅
郡
霊
里
叫
隷
晶
輩
田
郡
三
塁
　
郡
於
甲
努
村
4
（
続
紀
、

　
和
銅
二
年
十
月
庚
寅
）

㈱
　
摸
適
職
言
、
河
辺
郡
玖
左
佐
村
、
由
規
還
隔
、
道
路
鹸
難
、
由
レ
是
、

　
大
宝
元
年
始
建
轟
館
三
唱
雑
務
公
文
、
一
環
話
事
例
（
請
置
温
郡
司
岨
許
レ
之
、

　
ム
7
能
不
要
郡
且
規
也
。
　
（
続
紀
、
　
和
銅
六
年
嶋
ハ
奪
還
卵
）

㈲
　
大
隅
国
菱
苅
村
浮
浪
九
百
零
墨
ム
冨
、
欲
レ
建
昌
郡
家
↓
詔
許
レ
之
。
（
続

　
紀
、
天
平
勝
宝
七
年
五
月
丁
丑
）

こ
れ
ら
の
事
例
は
香
河
村
な
ど
と
同
様
に
特
定
の
村
に
郡
家
を
新
設

し
て
別
郡
を
建
て
て
い
る
が
、
⑪
の
ケ
ー
ス
は
奥
羽
と
岡
じ
く
大
隅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

国
菱
刈
村
と
あ
る
か
ら
、
隼
人
国
の
令
制
に
よ
る
組
織
化
の
一
環
と

し
て
の
建
郡
と
み
ら
れ
興
味
深
い
。
他
方
、
㈲
と
㈲
は
既
成
郡
の
分

割
に
よ
る
新
玉
で
あ
る
か
ら
、
奥
羽
と
同
一
に
論
ず
る
の
は
危
険
で

あ
る
が
、
二
例
と
も
所
属
の
郡
家
か
ら
遠
距
離
に
あ
り
、
ま
た
地
形

的
に
山
間
僻
地
に
あ
る
と
い
う
地
理
的
条
件
が
、
新
観
の
理
由
に
な

っ
て
い
る
の
は
◎
で
も
岡
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
よ
り
も
、

と
く
に
㈱
は
、
ま
ず
大
宝
元
年
に
「
准
二
嘉
例
こ
と
い
う
権
郡
に
な
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東北地方における郡の成立（繍～）

砂
、
十
二
年
後
に
郡
司
を
設
け
て
真
倉
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
し
か

竜
権
概
さ
れ
た
郡
家
の
所
在
地
玖
左
佐
村
と
真
郡
の
能
勢
郡
が
名
称

に
お
い
て
相
異
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
⑥
と

⑰
の
三
郡
が
延
喜
式
や
和
名
抄
に
み
え
な
い
の
は
、
俘
因
郡
で
あ
っ

た
か
ら
永
続
し
な
か
っ
た
と
理
解
す
る
か
、
或
い
は
単
に
名
称
が
変

更
し
た
た
め
に
そ
の
後
の
歴
史
が
た
ど
れ
な
い
と
考
え
る
か
、
二
様

の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
田
二
村
健

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

置
郡
が
の
ち
の
遠
田
郡
の
前
身
で
あ
る
の
が
「
田
夷
遠
田
郡
」
な
る

r
記
事
か
ら
判
明
す
る
こ
と
、
お
よ
び
能
勢
郡
の
事
例
か
ら
後
者
、
す

な
わ
ち
郡
の
名
称
が
変
更
し
た
た
め
と
推
測
し
た
い
。
そ
れ
故
、
こ

の
よ
う
に
郡
が
郡
家
の
設
置
さ
れ
た
村
の
地
名
と
異
っ
て
い
る
点
、

ま
た
建
直
の
場
合
に
郡
の
名
称
を
記
さ
な
い
点
、
そ
れ
に
俘
囚
を
主

体
に
し
た
建
郡
で
あ
る
点
、
以
上
2
二
つ
の
理
由
か
ら
⑨
・
⑪
　
の
三

郡
は
権
郡
と
し
て
設
立
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
香

河
村
建
澄
郡
は
黒
川
郡
、
閏
村
建
置
郡
は
牡
鹿
郡
の
前
身
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
⑧
の
場
合
も
俘
囚
に
よ
る
建
郡
で
あ
る
か
ら
、
時
出
羽
郡
の
前

身
と
し
て
の
権
郡
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
つ
ぎ
に
㈲
の
雄
勝
郡
に
つ
い
て
は
史
料
解
釈
の
如
何
に
よ
っ
て
権

郡
問
題
を
解
決
で
き
る
。
⑭
は
国
史
大
系
本
に
よ
っ
た
も
の
で
、
こ

れ
で
は
二
郡
の
新
置
と
は
な
ら
な
い
が
、
朝
朗
新
聞
社
本
に
よ
れ
ば

次
の
よ
う
に
記
事
が
違
っ
て
く
る
。

　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ニ

0
9
　
始
置
　
出
羽
国
雄
勝
、
平
鹿
二
猿
江
玉
野
、
避
翼
、
平
才
、
横
河
、
雄

　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
ノ
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ヲ

　
勝
、
勲
爵
、
舞
陸
奥
国
嶺
基
等
駅
家
一

こ
の
二
つ
の
う
ち
、
㈲
の
方
は
玉
野
∴
曾
比
∵
平
父
・
助
河
の
四
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

が
雄
勝
・
平
鹿
二
郡
に
は
所
属
し
て
い
な
い
と
い
う
地
理
的
事
実
が

あ
り
、
そ
れ
に
文
章
構
成
上
こ
の
酬
点
は
無
理
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま

の
文
章
で
屯
二
郡
と
玉
野
以
下
の
駅
は
同
格
と
み
る
べ
き
で
あ
る
の

で
、
の
の
方
を
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
天
平
宝
字
二

年
に
雄
勝
郡
二
心
と
な
っ
て
ω
の
血
止
と
矛
雁
す
る
。
こ
の
点
に
関

し
て
、
従
来
は
ω
を
滋
雨
設
立
、
の
を
真
索
話
概
と
み
る
の
が
通
説

④に
な
っ
て
い
た
の
に
、
最
近
佐
々
木
博
康
氏
が
疑
問
を
投
げ
か
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ω
を
建
郡
の
計
画
と
理
解
し
た
。
し
か
し
電
畜
は
佐
々
木
遣
の
権
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

批
判
に
は
必
ず
し
も
賛
同
し
え
な
い
。
ま
た
天
平
九
年
の
大
野
東
人

に
よ
る
出
羽
欄
へ
の
直
路
開
通
の
時
に
み
え
る
雄
勝
村
は
郡
家
建
…
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も

後
と
し
て
は
理
解
に
苦
し
む
が
、
　
「
雄
勝
村
馬
長
等
愚
人
来
降
」
と

あ
り
、
雄
勝
村
が
か
つ
て
中
央
国
家
に
服
属
し
た
事
実
を
示
し
て
い

る
か
ら
、
通
説
の
よ
う
に
G
り
は
権
郡
の
形
を
と
っ
て
い
た
の
が
、
そ

の
後
ま
た
蝦
夷
の
支
配
下
に
戻
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
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ム
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
そ
れ
か
ら
、
栗
原
郡
は
建
催
後
も
「
伊
治
城
」
と
「
揮
治
村
」
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
宝
亀
十
一
年
の
伊
治
公
辺
麻
呂
は
伊
治

郡
（
上
治
郡
）
大
傾
の
肩
書
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
桑
原
郡
設
立

以
前
に
伊
治
村
に
郡
家
を
設
け
研
治
郡
と
い
う
権
郡
が
成
立
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
雛
測
で
き
る
。
そ
れ
に
弘
仁
二
年
設
立
の
和
議
・

　稗

D
・
斯
波
の
三
郡
は
、
延
喜
式
∵
和
名
抄
と
も
に
み
え
な
い
の
で
、

こ
れ
竜
権
置
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
で
権
郡
と
み
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
十
一
例
に
も
の
ぼ
っ
た
わ
け

で
、
決
し
て
看
過
で
き
る
問
題
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
権
郡
と
は
如

何
な
る
も
の
な
の
か
、
と
く
に
貰
ハ
郡
と
の
相
異
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
史
料
㈹
・
㈲
か
ら
は
門
統
領
之
人
」
、
す
な
わ
ち
大
豪
領
・

主
導
・
開
帳
な
ど
の
「
郡
司
篇
が
権
郡
で
は
任
命
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
、
真
郡
と
の
相
異
点
で
あ
る
と
だ
け
し
か
知
り
え
な
い
。
こ
の

郡
司
職
が
欠
け
て
い
る
の
な
ら
当
然
下
部
の
行
政
組
織
た
る
郷
黒
制

の
存
在
が
疑
問
視
さ
れ
て
く
る
が
、
「
為
畠
編
戸
民
一
」
、
「
同
工
百
姓
一
」

な
ど
は
む
し
ろ
逆
に
、
帰
服
し
た
蝦
夷
を
造
籍
一
郷
里
制
に
て
編

成
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
俘
囚
と
な

っ
て
直
ち
に
編
戸
の
罠
と
な
る
の
で
は
な
く
、
柑
当
の
年
月
を
要
す

　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
‘

る
の
が
一
般
的
で
あ
る
か
ら
、
権
郡
と
い
う
形
を
と
る
場
合
は
郷
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

制
を
欠
如
し
て
い
た
と
云
っ
て
竜
よ
か
ろ
う
。

　
つ
ぎ
に
、
こ
う
し
た
権
郡
と
い
う
形
式
が
と
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
理
由
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
問
題
に
お
い
て
は
、
㈹
の
記
事

中
、
名
取
郡
以
南
の
健
診
が
多
賀
城
か
ら
遠
距
離
に
あ
っ
て
機
急
の

事
態
に
徴
発
が
で
き
な
い
か
ら
、
か
り
に
郡
を
お
き
「
指
図
集
百
姓
ハ

足
論
人
兵
器
濁
府
な
と
あ
る
点
に
注
意
し
た
い
。
す
な
わ
ち
潮
回
や

国
府
に
お
い
て
必
要
と
す
る
人
夫
・
兵
士
の
現
地
に
お
け
る
簡
便
な

調
達
方
法
と
し
て
採
用
し
た
の
が
国
郡
と
鼻
う
形
式
で
あ
っ
た
。
換

言
す
れ
ば
不
慮
の
際
に
そ
な
へ
て
防
禦
体
鋼
を
と
と
の
へ
る
た
め
に
、

郡
家
を
設
置
し
て
住
民
を
集
団
騒
住
せ
し
め
、
国
府
（
城
棚
）
に
人

夫
・
兵
士
を
差
発
す
る
と
い
う
現
実
的
要
求
が
、
権
郡
設
立
の
主
要

原
因
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
蝦
夷
と
の
関
係
が

悪
化
す
れ
ば
そ
の
要
請
が
よ
り
強
く
な
っ
て
権
郡
設
立
が
増
加
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
考
え
．
ら
れ
る
か
ら
、
前
“
記
の
運
と
W
の
諸
畑
中
に
こ
の
権
郡
の
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
（

ロ
セ
ス
を
と
る
例
が
多
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
帰
属
し
た

蝦
夷
を
早
く
国
家
体
制
の
中
に
組
入
れ
、
俘
囚
の
勢
力
を
反
対
に
蝦

夷
征
伐
に
利
用
し
よ
う
と
い
う
中
央
政
府
と
国
衙
側
の
意
図
が
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。
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ま
た
前
項
で
も
言
及
し
た
が
、
辺
境
の
諸
郡
で
は
住
民
を
す
べ
て

城
墾
内
に
お
く
規
定
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
城
取
は
必
ず
し
も
郡
と

並
行
せ
ず
、
そ
の
数
が
郡
よ
り
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
多
賀
・

階
上
二
郡
の
よ
う
に
建
興
し
て
「
募
訓
集
百
姓
一
」
し
た
り
、
雄
勝
郡

の
よ
う
に
「
建
レ
郡
居
レ
民
」
し
め
た
り
、
さ
ら
に
雄
勝
・
平
鹿
二
郡

の
如
く
「
更
建
二
郡
府
ハ
招
訓
集
散
民
こ
し
た
り
し
て
い
る
の
は
、

郡
家
が
城
棚
と
類
似
し
た
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
郡
家
が
勾
欄
と
接
続
し
て
い
て
も
、
離
れ
て
い
て

も
、
い
ず
れ
の
場
合
屯
郡
家
が
防
禦
的
性
格
と
開
拓
基
地
的
性
格
を

有
し
、
そ
こ
に
住
民
を
集
団
居
住
せ
し
め
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
も
、

と
く
に
蝦
夷
と
境
を
接
す
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
諸
郡
に
お
い
て
は
、

郡
家
に
よ
る
開
発
と
い
う
過
程
が
城
柵
建
置
の
あ
と
に
接
続
し
た
と

考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　
最
後
に
こ
れ
ら
の
権
郡
設
立
が
帰
属
し
た
蝦
夷
の
要
請
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
、
族
長
の
率
い
る
部
族
的
結
合
が
そ
の
ま
ま
郡
と
い
う
地

方
行
政
機
梅
の
中
に
取
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
注
意
を
要
す
る
。
と

い
う
の
は
、
こ
の
こ
と
は
糊
度
的
地
域
た
る
郡
を
設
概
す
る
際
に
、

蝦
夷
の
部
族
社
会
に
お
い
て
自
生
的
に
形
成
さ
れ
．
て
い
た
地
域
を
そ

の
ま
ま
継
承
す
る
こ
と
の
可
能
性
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。
し
允
が
っ

て
、
そ
れ
は
夷
俘
の
族
長
を
郡
司
や
村
長
、
或
い
は
軍
団
の
幹
部
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ど
の
地
方
行
政
の
末
端
機
構
に
任
命
し
、
彼
等
を
現
地
支
配
機
構
の

な
か
に
組
織
す
る
と
い
う
律
令
政
府
の
蝦
夷
懐
柔
策
、
換
言
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

「
以
レ
夷
撃
レ
夷
、
古
着
上
計
」
と
後
代
に
な
っ
て
評
さ
れ
た
蝦
夷
経

営
政
策
の
最
竜
重
要
な
部
分
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

①
菱
二
村
建
郡
以
前
に
、
唱
更
国
が
薩
摩
國
に
改
め
ら
れ
（
続
紀
、
大
変

　
二
年
十
月
三
日
）
、
　
ま
た
大
隅
濁
が
日
向
園
の
四
郡
を
割
い
て
新
概
さ
れ

　
て
い
る
（
続
紀
、
和
銅
穴
年
閣
月
三
日
）
。

②
　
続
紀
、
天
平
九
年
四
月
十
四
日
。

③
玉
野
駅
は
別
に
澱
上
郡
玉
野
と
み
え
（
続
紀
、
天
平
九
年
閣
月
＋
闘
臼
．

　
条
）
、
避
翼
と
平
才
両
駅
は
村
山
郡
（
現
在
の
最
上
郡
）
忙
忙
あ
り
（
井
上

　
通
泰
、
前
掲
君
四
九
一
、
㈱
九
九
頁
）
、
　
助
河
駅
は
別
に
向
化
悸
地
と
し

　
て
添
書
・
覇
別
・
助
川
の
三
村
の
名
が
み
え
（
藁
代
実
録
、
元
慶
三
年
七

　
月
十
目
条
）
、
添
川
は
和
名
抄
で
は
秋
潤
郡
に
入
っ
て
い
る
か
ら
、
助
川
も

　
同
様
で
あ
ろ
う
。

④
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
隣
五
閣
二
頁
。
門
上
代
歴
史
地
理
新
考
』
東
山

　
道
　
五
〇
〇
頁
。

⑤
佐
々
木
博
康
．
「
戦
後
に
お
け
る
古
代
城
柵
の
研
究
扁
（
『
岩
乎
史
学
研
究
』

　
四
〇
好
）
。

⑥
佐
々
木
氏
の
権
郡
批
判
説
の
要
点
は
、
権
郡
と
み
る
べ
き
空
玉
酌
根
拠

　
が
な
い
こ
と
、
積
雪
寒
冷
期
に
城
棚
の
完
成
し
た
例
が
他
に
な
い
点
、
そ

　
れ
に
築
誠
置
郡
と
い
う
過
覆
を
た
ど
っ
て
い
な
い
点
の
三
つ
で
あ
る
。
た

　
し
か
に
権
郡
で
あ
っ
た
と
い
う
嚢
極
的
理
由
は
な
い
が
、
ω
と
⑭
か
ら
そ
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う
奪
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し
、
ま
た
積
学
寒
冷
期
で
も
建
郡
の
壌
例

　
は
㈲
U
や
和
我
・
繭
縫
・
斯
波
郡
、
あ
る
い
は
秋
照
郡
（
第
一
表
、
2
の
イ
）
、

　
丹
販
郡
な
ど
と
珍
ら
し
く
は
な
い
。
そ
れ
に
築
城
澱
郡
と
い
う
プ
ロ
セ
ス

　
は
必
ず
し
も
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
前
述
し
た
。

⑦
続
紀
、
神
護
景
雲
三
年
六
月
十
一
日
、
類
聚
顯
焚
、
延
暦
十
一
年
四
月

　
十
一
日
。

⑧
類
聚
国
史
、
私
仁
七
年
十
月
十
罠
、
同
、
弘
仁
十
三
年
九
月
廿
六
日
。

⑨
能
勢
郡
で
は
「
雑
務
公
文
、
一
准
昌
郡
例
こ
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
畿
内

　
に
お
け
る
既
成
郡
の
分
割
と
い
う
形
を
と
る
権
郡
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

⑩
伊
治
郡
大
領
の
伊
遊
覧
砦
麻
呂
或
い
は
田
夷
遠
島
郡
領
外
従
七
位
上
遠

　
田
君
雄
人
（
続
紀
、
天
平
九
年
四
月
十
四
日
）
、
遠
田
郡
領
外
正
八
位
上

　
勲
八
等
遠
眼
公
押
人
（
続
紀
、
延
暦
九
年
五
月
五
日
）
な
ど
は
そ
の
代
表

　
酌
な
例
で
あ
る
。

⑪
　
三
代
実
録
、
元
慶
二
年
九
肩
五
鐵
。

山A

　
つ
ぎ
に
は
東
北
地
方
に
お
け
る
四
十
六
郡
の
規
模
を
吟
味
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
郡
の
地
理
的
性
格
を
考
察
し
て
み
た
い
。
郡
の
等
級

区
分
は
大
化
改
新
時
の
大
郡
（
四
十
里
）
・
中
郡
（
閣
～
三
＋
里
）
・
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

郡
（
三
里
）
と
い
う
三
等
級
か
ら
、
大
宝
令
に
五
等
級
、
す
な
わ
ち
下

郡
（
十
六
～
一
噌
十
里
）
・
上
郡
（
十
二
～
十
五
里
）
・
中
郡
（
八
～
十
一
里
）

。
下
－
郡
（
四
～
七
里
）
・
小
郡
（
二
．
三
里
）
へ
と
改
定
さ
、
れ
た
が
、

そ
れ
以
後
変
化
は
な
い
の
で
、
和
名
抄
記
載
の
管
郷
数
に
こ
の
規
定

を
適
用
し
て
、
全
国
的
に
郡
の
地
理
的
規
模
を
計
算
し
た
の
が
第
二

③表
で
あ
る
。

　
こ
の
衰
に
お
い
て
、
　
一
郡
平
均
馬
車
と
は
国
ご
と
に
全
郷
…
数
を
郡

の
…
数
で
除
し
た
も
の
で
、
全
国
的
に
は
常
陸
の
十
四
を
最
高
に
薩
摩

の
二
・
七
の
最
低
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
段
階
が
あ
る
が
、
　
法
制
的
に
郡

の
規
摸
は
三
里
か
ら
二
十
里
ま
で
と
五
十
戸
一
里
制
に
比
べ
て
そ
の

巾
に
相
当
大
き
い
余
裕
が
認
め
ら
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
現
実
に

は
そ
れ
ほ
ど
の
差
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
　
す
な
わ
ち
六
・
九
郷

（
里
）
平
均
と
下
郡
の
上
位
程
度
の
鰯
度
的
地
域
が
、
実
質
的
に
村

落
の
上
に
位
す
る
第
二
次
圏
的
な
性
格
を
も
つ
単
位
地
域
と
し
て

社
会
・
経
済
な
ど
の
諸
側
面
に
機
能
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
五
畿
七
道
の
諸
国
を
み
る
と
、

八
郷
以
上
の
国
二
十
、
八
～
六
郷
の
国
三
十
三
、
六
郷
以
下
の
岡
二

十
三
と
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
と
く
に

一
郡
当
り
の
平
均
管
郷
数
の
多
い
国
は
、
山
城
・
尾
張
∵
参
河
・
常

陸
・
越
前
・
越
中
・
丹
波
・
美
作
な
ど
の
諸
国
で
、
い
ず
れ
屯
条
里

制
に
よ
る
平
野
の
開
発
が
進
み
農
業
生
産
力
の
水
準
が
高
い
地
域
と

み
ら
れ
る
が
、
常
陸
の
よ
う
に
郡
の
面
積
が
巨
大
な
場
合
も
含
ま
れ
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北地方における郡の繊立（照部）

る
ひ
一
方
、
と
く
に
一
郡
当
り
の
平
均
管
真
数
の
少
い
国
は
、
伊
賀
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

飛
騨
・
越
後
・
隠
岐
・
備
後
・
肥
前
・
大
隅
・
薩
摩
な
ど
の
諸
国
で
、

い
ず
れ
竜
平
野
の
少
い
山
が
ち
の
地
形
的
条
件
を
も
つ
国
か
或
い
は

辺
境
の
諸
国
で
あ
っ
て
、
　
一
応
後
進
地
域
と
解
し
う
る
。
勿
論
、
管

郷
数
が
少
く
と
も
、
そ
れ
は
郡
の
境
域
が
狭
少
な
た
め
で
、
か
え

っ
て
先
進
的
性
格
を
も
つ
こ
と
も
あ
り
、
従
っ
て
右
の
推
測
は
郡
集

計i購購姦
第二表郡　の規模

縣大郡1上郡陣｝下郡1小n・・9
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鵯大副毒中訓下郡紳区1訓蝋麟難
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小計1
全国1

積
と
の
関
係
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

⑥い
。　

と
こ
ろ
で
、
陸
奥
・
出
羽
の
両
国
は
五
・
四
と
七
・
一
と
予
期
し
た

翫
ど
低
い
数
字
に
は
な
ら
な
い
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
　
陸
奥
で
は
一
工

十
四
郡
の
う
ち
下
郡
が
十
八
と
も
っ
と
も
多
く
、
こ
れ
に
小
郡
を
合

せ
る
と
総
…
数
の
約
八
割
に
な
る
。
下
郡
の
多
い
の
は
全
国
的
な
趨
勢
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東北地方における郡の成立（服部）

で
脅
蓋
は
講
・
驚
て
近
似
・
薮
値
に
な
る
．
し
た
が

っ
て
陵
奥
の
場
合
は
小
郡
が
多
い
こ
と
が
特
徴
と
な
る
。
出
羽
の
一

直
平
均
郷
数
は
全
国
的
傾
向
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
ず
、
む
し
ろ
中
郡
が

多
く
な
っ
て
い
る
。

　
陸
奥
で
は
大
・
上
・
中
郡
な
ど
の
管
郷
数
の
多
い
郡
は
、
白
河
・

会
津
・
信
夫
・
柴
田
・
安
積
・
磐
城
。
宮
城
な
ど
で
、
宮
城
以
外
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
造
国
か
ら
郡
に
な
っ
た
所
の
一
の
諸
藩
で
あ
る
こ
と
が
注
意
を
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

く
。
こ
れ
ら
は
前
記
の
常
陸
と
問
様
に
郡
面
積
が
広
大
な
た
め
で
あ

る
。
宮
城
は
多
賀
・
階
上
工
面
を
吸
収
し
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
の

諸
郡
と
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
方
小
郡
は
黒
川
・
賀
美
・
志
太
・

長
岡
・
遠
園
・
登
米
∴
気
仙
・
牡
鹿
の
諸
郡
と
な
り
、
気
仙
以
外
は

　
凱
期
の
諸
郡
で
あ
る
と
と
も
に
、
前
項
で
権
郡
形
式
を
と
っ
た
と
推

（卜
し
た
黒
川
・
遠
田
両
郡
が
入
っ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
遠
田
郡

は
二
郷
の
う
ち
富
戸
を
含
む
か
ら
、
大
宝
令
の
認
め
る
“
取
低
規
模
で

あ
る
。
そ
れ
に
宮
城
郡
に
併
合
さ
れ
た
多
賀
・
階
上
二
郡
も
合
併
前

は
小
郡
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
色
麻
・
新
田
両
郡
は
そ
れ
ぞ
れ
四
郷
を

所
属
せ
し
め
る
が
、
富
田
郡
と
讃
馬
郡
を
吸
収
し
て
い
る
か
ら
、
併

合
以
前
の
色
麻
・
新
田
と
富
田
・
前
馬
の
四
郡
は
い
ず
れ
も
管
郷
…
二

二
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
小
郡
が
と
く
に
仙
北
平
野
に
集
中
す
る
事
実
を
如
何

に
考
え
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
こ
の
平
野
が
地
形
的
に
複
雑

な
構
造
を
も
っ
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
仙
北
平
野
は
、
迫
川
・

江
合
川
・
鳴
瀬
川
の
三
川
が
開
析
し
た
広
い
谷
形
が
地
盤
の
沈
下
を

お
こ
し
、
さ
ら
に
一
二
川
の
堆
積
物
に
よ
っ
て
埋
積
さ
れ
た
沖
積
地
で
、

河
川
か
ら
や
や
離
れ
た
所
は
多
鰭
沼
・
蕪
室
蘭
・
長
沼
・
伊
豆
沼
な

ど
の
湖
沼
や
沼
沢
地
が
後
背
湿
．
地
と
し
て
多
数
残
存
し
、
加
え
て

丘
陵
や
山
地
が
環
状
を
な
し
て
散
在
す
る
の
で
、
極
め
て
複
雑
な
平

野
地
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
形
的
環
境
が
小
郡
を
成
立
せ

し
め
た
一
条
件
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
充
分
な
説
明
に
な
ら

な
い
。
筆
者
は
こ
の
事
実
を
前
述
し
た
「
権
郡
」
問
題
と
結
び
つ
け

て
把
握
し
う
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
棚
戸
に
よ

る
開
拓
が
ま
だ
充
分
に
進
展
せ
ず
、
帰
服
し
た
蝦
夷
を
主
体
に
し
て

権
郡
形
式
を
と
っ
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
現
地
に
お
け
る
密
生
的
地

域
を
継
承
し
た
こ
と
な
ど
が
、
小
規
摸
な
郡
を
形
成
せ
し
め
た
主
要

因
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。
な
お
大
隅
や
薩
摩
の
よ
う
に

中
央
国
家
へ
の
帰
服
が
遅
か
っ
た
場
合
も
、
奥
羽
と
面
様
に
小
郡
が

多
い
こ
と
は
、
こ
の
推
測
を
助
け
る
竜
の
と
思
う
。

　
と
は
い
え
、
出
羽
国
の
場
合
は
陸
奥
と
異
っ
た
傾
向
を
も
っ
て
い
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る
σ
で
、
右
の
推
定
が
必
ず
し
も
す
べ
て
の
郡
に
通
用
す
る
と
は
限

ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
天
平
時
代
か
ら
延
暦
・
弘
仁
頃
に

か
け
て
の
積
極
的
な
蝦
夷
征
討
が
も
っ
ぱ
ら
陸
奥
側
で
行
わ
れ
、
出

羽
側
で
は
組
織
的
反
抗
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
奈
良
時
代
末
に
は
秋
田

近
辺
ま
で
経
営
が
進
ん
で
い
た
と
い
う
、
陸
奥
と
出
羽
と
の
明
瞭
な

る
地
域
差
を
、
こ
の
場
合
想
起
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
．
う
か
。

①
書
紀
、
大
化
二
年
春
正
月
甲
子
朔
、
改
新
之
詔
其
二
。

⑨
　
令
義
解
、
巻
二
、
戸
令
。

③
こ
の
表
で
は
各
国
の
郡
は
郷
名
を
あ
げ
て
い
る
も
の
だ
け
に
限
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
総
郡
数
五
九
二
よ
り
大
分
少
く
な
っ
た
。
こ
の
引
合
、
和
名

　
抄
の
郷
名
に
つ
い
て
は
高
山
寺
本
と
那
波
道
円
の
刊
本
と
を
対
比
し
た

　
が
、
十
分
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
澱
近

　
こ
の
和
名
抄
の
郷
に
つ
い
て
池
辺
弥
氏
の
精
緻
な
考
証
が
進
め
ら
れ
て
い

　
る
の
で
、
そ
の
完
成
を
ま
っ
て
訂
正
す
る
必
要
が
あ
る
（
岡
三
「
倭
名
類

　
聚
抄
《
唱
名
》
考
」
、
「
古
代
郷
名
集
成
」
、
「
続
古
代
郷
名
集
成
」
、
「
倭
名

　
類
聚
抄
郷
名
考
議
e
⇔
薗
」
（
『
成
城
交
芸
』
十
七
・
二
十
・
二
十
三
・
二

　
日
置
・
二
十
七
）
。
　
奥
羽
に
あ
っ
て
は
、
安
達
郡
と
山
本
郡
と
が
郷
名
を

　
欠
如
し
て
い
る
。
刊
本
は
安
達
郡
に
八
郷
を
記
す
る
が
、
こ
の
郷
は
降
山

　
寺
本
の
よ
5
に
信
夫
郡
に
所
属
せ
し
め
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

④
和
名
抄
の
肥
前
国
に
は
大
分
脱
落
が
あ
る
。
肥
前
風
土
記
と
律
書
残
篇

　
は
と
も
に
肥
前
圏
の
管
郷
数
を
七
十
と
し
て
い
る
。

⑤
　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
郡
の
成
立
過
程
」
前
掲
、
を
参
照
し
て

　
頂
き
た
い
。

七

　
前
項
ま
で
に
、
郡
の
成
立
年
次
、
蝦
夷
地
経
営
の
歴
史
的
背
景
か

ら
み
た
郡
成
立
の
時
代
区
分
、
船
棚
と
郡
と
の
関
係
、
権
郡
、
郡
の

規
模
な
ど
の
問
題
点
を
検
討
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
こ
れ

ら
の
問
題
を
総
括
し
て
、
古
代
東
北
に
お
け
る
郡
の
成
立
過
程
と
そ

の
歴
史
地
理
的
な
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
こ
の
地
域
の
郡
の
形
成
を
時
期
的
に
四
期
に
区
分
す
る
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妥
当
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
工
大
化
時
、
工
大
化
か
ら
養
老
、
皿
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
か
ら
天
応
、
評
延
暦
以
降
で
あ
る
。
工
期
ば
国
造
国
の
伝
承
を
も

　
　
　
　
　
．
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

ち
早
く
大
和
国
家
の
勢
力
圏
内
に
入
っ
た
地
域
に
お
け
る
建
郡
で
あ

る
か
ら
、
国
造
国
か
ら
律
令
的
地
方
行
政
区
画
へ
の
組
織
替
え
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
把
握
で
き
る
。
つ
ぎ
に
工
期
は
律
令
国
家
の
支
配
体
制
が
漸
次
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
蝦
夷
国
に
浸
潤
し
て
行
っ
た
時
期
で
、
工
期
の
地
域
的
膨
張
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
地
域
に
お
け
る
国
郡
綱
の
創
設
期
と
い
え
る
。
さ
ら
に
簸
期
は
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

棚
の
建
設
と
蝦
夷
の
武
力
的
征
服
に
よ
る
郡
形
戒
の
進
展
期
で
あ
る
。

　
　
　
　

最
後
の
W
期
は
大
規
模
な
軍
事
行
動
を
と
り
な
が
ら
北
方
に
お
け
る

　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　

建
郡
数
が
少
く
、
班
期
に
獲
得
し
た
地
域
に
お
け
る
郡
制
の
安
定
化

　
　
　
　
　
　
　
（

と
そ
の
整
備
の
時
期
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
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東北地方にお酵る郡の成立（服部）

の
四
期
の
区
分
は
郡
成
立
の
時
代
区
分
で
あ
る
と
同
時
に
、
郡
成
立

史
か
ら
み
た
古
代
蘂
北
の
地
域
区
分
で
も
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
右
の
四
期
の
時
代
区
分
（
地
無
区
分
）
に
あ
っ
て
、

　
　
　
　
）
）
④

　
ヘ
ノー

X
期
と
皿
∬
期
の
諸
郡
・
地
域
が
、
質
的
に
相
異
し
た
性
格
を
も

（
（
　
　
　
　
　
（
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
こ
と
を
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
工
亙
の
地
域
は
畿
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（

勢
力
が
早
く
か
ら
進
出
し
、
武
力
に
よ
る
征
服
を
伴
わ
な
い
で
組
織

化
し
た
諸
君
で
あ
る
。
万
雷
す
れ
ば
在
地
の
蝦
夷
社
会
が
政
治
的
に

未
成
熟
な
段
階
に
あ
っ
た
た
め
、
中
央
国
家
に
よ
る
政
治
的
支
配
が

在
地
勢
力
と
は
げ
し
い
対
抗
関
係
を
生
ず
る
こ
と
な
く
貫
徹
さ
れ
、

郡
の
形
成
が
順
調
に
進
み
、
結
果
的
に
面
積
や
管
郷
数
か
ら
み
て
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ノ

模
大
な
る
誤
認
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
皿
W
は
漸
く
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
く

代
国
家
の
支
配
体
制
が
強
化
し
、
現
地
民
に
対
す
る
律
令
制
的
収
奪

が
き
び
し
く
な
っ
て
く
る
と
、
蝦
夷
と
古
代
国
家
と
の
対
立
が
激
化

し
、
城
棚
と
い
う
軍
事
基
地
を
拠
点
に
し
た
武
力
征
討
が
開
始
さ
れ
、

そ
の
結
果
と
し
て
新
郡
設
立
が
進
め
ら
れ
て
行
っ
た
。
そ
れ
だ
か
ら
、

城
棚
を
足
が
か
り
に
し
て
、
あ
る
い
は
権
郡
と
い
う
場
当
砂
的
・
便

宜
的
手
段
に
よ
っ
て
郡
の
建
置
を
進
め
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
と
考

言
る
・
墨
入
薯
た
る
鰯
葺
鎮
麗
ハ
に
よ
る
開
発
を
主
離
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
．
　
　
⑥

な
が
ら
も
、
編
戸
が
「
富
民
」
や
「
百
姓
」
か
ら
「
俘
浪
人
」
や
犯

罪
者
へ
と
変
化
す
る
と
と
も
に
、
帰
降
鍛
金
を
「
王
民
」
と
な
し
土

地
開
発
や
軍
事
に
あ
て
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
こ
と
が
俘
囚
中
心

の
建
郡
（
権
郡
）
を
必
然
化
し
、
さ
ら
に
は
蝦
夷
社
会
が
形
成
し
て
い

た
自
生
的
地
域
を
郡
の
境
域
と
な
し
、
結
果
的
に
小
郡
を
つ
く
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
そ
れ
に
関
連
し
て
「
奥
郡
」
と
い
う
呼
び
方
が
注
意
を
ひ
く
。
こ

れ
は
「
黒
川
郡
以
北
奥
郡
」
と
竜
あ
る
か
ら
、
黒
川
郡
以
北
の
諸
郡

を
さ
す
の
は
明
白
で
、
天
平
頃
で
は
黒
川
郡
を
始
め
と
す
る
十
一
郡

で
あ
っ
た
が
、
の
ち
郡
が
よ
り
北
方
に
設
概
さ
れ
る
に
つ
れ
て
拡
大

さ
れ
、
磐
井
・
江
刺
・
胆
沢
な
ど
の
諸
郡
竜
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
⑧

た
。
奥
郡
は
「
奥
県
」
「
奥
酷
」
と
も
い
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
与
レ
賊

　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
⑩

接
レ
居
」
す
る
「
辺
郡
」
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
主
政
主
面
に
同
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

人
を
補
任
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ど
と
法
的
に
特
殊
扱
い
を
う
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ま
た
経
済
的
に
竜
天
平
勝
宝
四
年
に
は
調
庸
を
金
で
輸
せ
し
め
た
り
、

あ
る
い
は
大
同
五
年
に
陸
奥
国
浮
浪
人
が
土
人
に
准
じ
て
広
布
を
改

め
狭
布
を
輸
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
「
但
黒
川
郡
以
北
奥
郡
潮
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

人
、
元
来
不
レ
在
二
差
科
強
弾
一
」
と
さ
れ
た
り
し
、
黒
川
郡
以
南
の
諸

郡
に
”
比
。
へ
一
別
一
扱
い
に
ゆ
な
っ
て
い
る
。
　
ま
た
山
山
羽
｝
で
・
も
「
諸
諸
郡
晶
甲
山

北
、
雄
勝
平
鹿
由
本
三
郡
、
遠
凋
去
国
府
ハ
近
接
凶
賊
地
ハ
昔
時
叛
夷
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之
種
、
与
レ
唐
画
屠
、
動
輪
廉
間
礫
ハ
成
二
腹
心
乱
丁
頃
年
頻
遭
二
不
藤
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

憂
単
二
爆
睡
ハ
若
不
二
優
僚
ハ
民
夷
難
レ
和
…
…
」
と
奥
郡
の
名
称
こ
そ

み
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
一
二
郡
の
実
状
は
陸
奥
の
奥
郡
と
些
細
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
。
か
か
る
点
で
も
、
工
互
に
対
す
る
亙
鐸
の
地
域
の
歴
史
的
な
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（

ま
た
地
域
的
な
性
格
の
網
…
異
が
明
瞭
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
古
代
の
東
北
地
方
に
お
け
る
郡
成
立
過
程
か
ら
み
た
発

展
段
階
的
地
域
区
分
は
、
さ
ら
に
陸
奥
と
出
羽
と
い
う
東
西
の
地
域

差
を
こ
こ
で
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
適
確
な
る
竜
の

と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
大
化
直
後
と
い
う
東
北
経
営
の
初
期
段
階

で
は
薩
鰐
鮫
に
比
較
し
て
古
代
国
家
の
進
出
が
相
当
遅
れ
て
い
た
出

　
　
　
　
　

羽
側
は
、
工
期
に
な
る
と
秋
田
附
近
に
ま
で
開
拓
が
進
み
、
そ
の
進

　
　
　
　
（

度
が
陸
奥
側
よ
り
も
著
る
し
く
早
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

古
代
国
家
的
開
発
は
条
里
に
お
い
て
も
っ
と
も
具
象
化
し
、
景
観
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

す
る
の
で
あ
る
が
、
東
北
地
方
の
条
里
分
布
に
つ
い
て
は
、
陸
奥
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

で
は
亘
理
平
野
・
仙
台
平
野
・
羅
州
川
郡
吉
岡
町
か
ら
せ
い
ぜ
い
賀
美

郡
中
新
田
町
附
近
ま
で
し
か
確
認
で
き
な
い
が
、
出
羽
側
で
は
米
沢

　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

盆
地
・
山
形
盆
地
・
横
手
盆
地
、
さ
ら
に
は
秋
田
平
野
に
ま
で
み
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
出
羽
側
と
陸
奥
側
と
の
開
拓
の
進
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

度
の
相
異
を
山
田
安
彦
氏
は
稲
作
農
業
を
規
定
す
る
気
候
条
件
と
蝦

夷
の
抵
抗
の
二
点
か
ら
説
明
し
て
い
る
の
は
大
体
首
肯
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
郡
成
立
史
か
ら
は
、
権
郡
形
式
を
と
る
ケ
ー
ス
が
少
い
点
や
、

在
地
勢
力
に
よ
っ
て
妨
害
を
う
け
ず
に
制
度
的
地
域
た
る
郡
が
形
成

さ
れ
て
い
る
点
、
ま
た
規
模
の
大
き
な
郡
が
多
い
点
な
ど
が
、
出
羽

と
陸
奥
の
地
域
差
に
お
い
て
出
羽
側
の
も
つ
特
徴
と
し
て
附
加
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。

　
か
く
て
古
代
東
北
に
2
瞬
い
て
、
郡
と
い
う
新
ら
し
い
制
度
的
地
域

が
如
何
に
形
成
さ
れ
た
か
を
考
察
し
つ
つ
、
最
終
的
に
は
古
代
東
北

の
地
域
的
性
格
を
素
描
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
星
斗
や
他
地
域
の

国
郡
郷
の
名
を
負
う
郷
な
ど
の
問
題
点
を
も
つ
郷
塁
捌
の
問
題
に
ま

で
雷
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
点
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

　
　
　

①
W
期
の
郡
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
既
成
郡
の
分
置
に
よ
る
新
篇
は
除
外
す

　
　
（

　
る
。

②
　
鎮
兵
は
兵
士
で
あ
る
と
同
時
に
農
耕
に
も
従
事
す
る
か
ら
概
芦
と
実
質

　
に
お
い
て
大
き
な
差
は
な
い
。

③
続
紀
、
霊
亀
元
年
五
蝿
惜
田
。

④
　
続
紀
、
霊
亀
二
年
九
月
膏
三
日
前
養
老
二
年
二
月
廿
六
日
。

⑤
三
士
、
天
平
宝
字
三
年
九
月
廿
七
日
。

⑥
続
紀
、
宝
亀
七
年
十
二
月
十
閥
目
。

　
岡
、
延
暦
元
年
五
月
十
二
日
。

　
三
代
格
、
入
、
大
同
五
年
二
月
十
三
臼
。
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東北地方における郡の液：立（服部）

　
こ
の
奥
郡
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
は
、
高
橋
富
雄
が
早
く
油
目
し
て
い
る
。

　
同
氏
「
古
代
に
お
け
る
陸
奥
国
」
、
葡
掲
。

⑦
続
臼
本
後
紀
、
承
和
六
年
騰
月
廿
六
口
。

⑧
続
購
本
後
紀
、
承
和
虚
舟
照
紅
鱒
一
日
。

　
続
臼
円
本
紳
挨
紀
、
　
承
和
レ
b
年
鷲
一
門
扇
骨
繭
ハ
日
。

⑨
就
紀
、
延
暦
八
年
八
月
三
十
β
。

⑩
　
三
代
格
、
　
一
二
、
承
和
十
年
四
月
廿
八
日
。

⑪
　
三
代
格
、
七
、
弘
仁
五
年
三
月
廿
九
日
。
同
様
の
こ
と
は
延
喜
式
部
省

　
式
に
も
み
え
る
。

⑫
　
続
紀
、
天
平
勝
宝
陽
年
二
月
十
八
鐵
、
こ
こ
で
は
多
賀
以
北
諸
郡
と
あ

　
る
。

⑳
　
三
代
格
、
八
、
大
同
五
年
二
挺
廿
蹴
日
。

⑭
　
三
代
実
録
、
元
慶
四
年
二
月
廿
五
日
。

⑯
　
こ
の
条
里
分
獅
に
つ
い
て
は
、
桑
原
公
徳
「
東
北
の
条
黒
一
そ
の
北
隈

　
と
地
舗
形
態
」
　
（
入
文
地
理
学
会
、
昭
和
薫
十
七
年
十
一
月
大
会
発
表
）
。

⑯
伊
東
信
雄
、
宮
城
県
古
代
史
（
『
宮
城
照
史
』
第
一
巻
）
。

⑰
鳴
原
哲
「
宮
城
県
黒
川
郡
吉
岡
町
に
於
け
る
条
里
捌
に
つ
い
て
」
（
『
東

　
北
地
理
』
五
一
二
・
三
）
。

⑱
　
柏
倉
亮
吉
「
村
山
平
野
の
条
塁
制
遣
跡
に
つ
い
て
」
（
『
歴
史
』
六
）
。

　
同
氏
「
東
北
地
方
の
条
婁
制
一
由
形
県
の
場
含
」
（
糊
古
代
文
化
』
七
－
四
）
。

⑲
　
石
母
田
正
「
辺
境
の
長
嚢
」
（
『
歴
史
評
論
』
九
二
・
九
五
・
九
六
）
は

　
横
手
市
透
郊
の
方
格
地
割
を
中
世
の
豪
族
の
開
拓
に
求
め
た
が
、
虎
尾
俊

　
哉
氏
は
⑳
に
て
こ
れ
を
条
豊
制
と
み
な
し
た
。
最
近
筆
者
も
実
地
踏
査
に

　
よ
っ
て
こ
こ
に
条
里
遺
構
を
確
認
し
た
。

⑳
　
虎
尾
俊
哉
「
秋
田
市
北
郊
の
条
黒
遺
構
」
（
『
二
本
上
古
史
研
究
』
四
一

　
三
）
。

⑳
山
田
安
彦
「
東
北
日
本
に
お
け
る
穂
令
園
家
の
漸
移
地
帯
」
（
『
立
命
館

　
文
学
』
　
一
轟
ハ
九
）
。

　
（
附
寵
）
　
本
稿
は
、
昭
和
三
十
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研

　
究
の
一
翼
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
底
島
女
子
短
期
大
学
助
数
授
）
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the　proletarian　dlctatorship．　And　the・method　of　the　cabinet　of

Weimar　Coalition　which　they　took　to　repress　the　Rular　insurrection，

was　fiercely　denounced　by　both　right　and　left　wing．

　　At　tlie　Reichs｛’ag　electlon　in　June　6，　192e，　the　verdict　of　voters

went　againt　the　cabinet　of　Weimar　Coalition．　ln．　this　election

the　parties　of　Weimar　Coalition　lost　their　parliamentary　iinajority，

the　Social　Dernocratic　Party　（SPD），　above　all，　could　no　longer

hold　her　leading　position　on　the　political　stage　of　Republic．　After

the　election．the　bourgeois－blocl〈　cabinet　was　first　formecl　since

November　1918，　and　The　German　People’s　Party　（DVP），　the

interest　party　of　heavy　industry，　entered　into　this　new　cabinet．　As

a　result，　the　de1nocratic　claims　of　labour－unions　ended　completely

in　a　failure　under　the　bourgeois－block　government．　So　long　as

the　course　of　German　history　since　November　1918’　treltcled

towards　tli．e　establishnaent　of　promising　democracy　under　the

leadership　of　Social　Democrats，　such　attempt　miscarried　ultlmately

during　the　sumnier　days　of　1920．

Formation　of　Cottnties　in　the　North－eastern　District

　　　　　　　by

Masayuki　Hattori

　This　ar£icle　observes　the　forming　process　of　counties　in　the

ancient　north－eastern　district　from　the　view－point　of　the　formation

of　historical　area．　As　in　Mutszt陸奥and　1）eava繊羽were　esta，

blished　counties　as　a　result　of　the　Ezo　gex”一es　conquest，　the　process

of　which　was　unique，　we　try　to　understand　the　historical　and

geographical　character　which　a　county　has　as　a　constitutional

area　1］y　treating　the　following　problems，　the　forming　date　of　the

county，　its　historical　background，　its　relation　to　／b”salezs　城著…珊・，　the

form　o’f　Gongw・i　Jl／’i　i：＃ll，　and　its　scale．　Therefore，　the　liistory　of

formation　of　the　cotinty　is　temporarily　clivicled　into　feur　periods

an・d　also　tlaose　periocls　stand　for　the　areal　distribution　in．　the

anciellt　fiorth－eastern　districts．　Then，　we　point’ 狽潤@the　recognition

o’f　difference　in　county’s　formation　between　south　and　north　of

the　Iine，　connecting　Kzfrokawa黒川hills－Mt．　Ferna8ata船形一the

Ofl（tclzi雄勝Pass－Mt．　C勿饒σ♂鳥海，　and　toノδ3盈％in　the　Oleztgun

奥郡area　and　district　formation　by　the　G隅々6雪【1家importance　of

tl？e　cource　from　Gon8・un　to　Shingun真言，　and　the　formatioll　of　a

small　scale　county　by　the　iormation　of　Gongun．
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